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第一章 前代未聞のプロポーズ








　幼い頃から、南なん部べ千ち尋ひろは両親に忠実な子供だった。

　親を愛していたからではない。ひたすらに恐怖していたからだ。

　親の機嫌を損ねたら、狭い小部屋に閉じ込められて、乗馬用の硬い鞭を打たれる。彼らの機嫌が直るまで、牢屋のような部屋から出してもらえなかった。

　千尋は、淑女であれと教育された。

　淑女はどんなに虐げられても泣いてはいけない。痛くても辛くても泣くことは許されなかった。

　淑女は小食たるべきと教えられ、毎日の食事はほんのわずかしか与えられなかった。

　淑女は我が儘を言ってはいけない。淑女は親の言うことを聞かなければならない。

　千尋は両親の望みを叶えるために生まれたから、口答えは許されない。

　徹底的に恐怖で支配されていた千尋は、やがて親が望むままに、とある全寮制の名門校に入学することになった。

　そこには幼い紳士淑女がたくさんいて。

　寮に入った千尋はやっと両親の支配から解放された。

　出自のせいで常にいじめられていたけれど、両親の鞭よりはましだった。

　千尋は学び舎でそれなりに自我を持ち始め、不遇な環境に晒されながらもすくすく育っていく。

　両親の干渉がなくなったかといえば、そうではない。定期的に両親に連絡を入れ、学んだことをすべて報告して、次に学ぶべきこと、逆に学ばなくていいことを命令される。

　彼女は彼らの言うことを守りながら、勉学に励んだ。

　そして大学を卒業し、就職して──。

　千尋は今でも、両親の命令に囚われている。




　豪華絢爛な老舗ホテルのパーティーホール。きらびやかに着飾る姿は、童話に出てくる舞踏会のよう。

（……まるで見栄の張り合い大会よね）

　テーブルには贅を尽くしたご馳走が並んでいる。でもあれらはパーティーの豪華さを誇示するための飾りに過ぎないのだ。その証拠に誰も手をつけない。みんな、歓談に夢中だ。

（そりゃ食品ロス問題もなかなか解決しないものだわ）

　ぐー、と腹が鳴った。

　南部千尋は自分の腹をさすり、ため息をつく。

（お腹、減ったな）

　毎年、大企業や政治界、各界隈のＶＩＰが参加する、年末のレセプションパーティー。豪奢な装いの参加者と比べても見劣りしないように、毎年ドレスを新調して高価なアクセサリーや新作のブランドバッグを購入しなければならない。だからこの時期の千尋はいつだって赤貧だ。

　食費を削って身を飾る。まさに虚飾である。心の中で何だかんだと悪態をつきながら、自分が一番愚かしいと千尋は思った。

　でも、参加しないという選択肢はないのだ。

　壁側に立つ千尋から遠く向こう。ホールの中心部に、目的の『彼』がいる。

　北ほう條じょう貴たか幸ゆき。千尋よりふたつ年上の二十九歳。

　混じりけのない黒髪をさらりと後ろに流した髪型がよく似合っている。切れ長の目に、髪と同じ色の瞳。第一ボタンまできっちり留めたスーツ姿は真面目そうな彼にぴったりだ。彼の品のある仕草は優雅で、どんなふうにしていても絵になる。

　更には、誰もが目を惹かざるを得ないほどの美貌の持ち主。彼こそ『美人』という言葉が似合う。歌舞伎役者として女形を演じてもまったく遜色ないくらいだ。

　そんな完璧な見た目を持つと同時に、彼は世界的に名が知られているＩＴ企業、篠しの光こう芒ぼう株式会社の社長息子だった。

　彼の周りには、常に人だかりができている。

　千尋が入る隙間はまったくない。このままではいけないと、何度も貴幸に近付こうと努力したのだが、取り巻きに邪険に追い払われてしまう。

　はあ、とため息をついた。ぐー、と容赦なく体が空腹を訴える。

　貴幸に近付けないならいっそ、目の前のご馳走を食べてしまおうか。そう思ったけれど、やっぱりできなかった。そんなはしたないことをしたと両親にばれたら、怒られるだけでは済まない。

　その時、くすくすと千尋をあざ笑う声が聞こえてきた。

「見て、あの女ったら、また男を品定めに来てるわよ」

「毎年精が出るわねえ。落ちぶれた元令嬢って、みじめで憐れで、いっそ同情してしまうわ。あんなふうにはなりたくないわね」

　蔑みの笑みを浮かべながら、きらびやかな女性たちが横を通り過ぎていく。

　千尋は、ああいう陰口には慣れていた。何せ幼稚舎の頃から似たようなことを言われ続けているのだ。もはや何を言われたって堂々とした態度が取れるくらい、心は頑丈になっている。

　そんなことより貴幸だ。

　恥を忍んで毎年このレセプションパーティーに参加しているのは、ただただ、貴幸と結婚したいがためなのである。

　しかしどうやったら人気者の貴幸と結婚できるのか。それがさっぱりわからないまま、特に何の進展もなく五年が過ぎてしまった。

（もしかしたら、私は貴幸くんの思い出の中にいないのかも）

　千尋は悲しくなって俯く。

　貴幸と千尋は、幼稚舎の頃から続く幼馴染みだ。と言っても、厳密には『馴染み』と言えないかもしれない。単に通っていた学校が同じだっただけで、プライベートでの付き合いは殆どなかったからだ。

　高校の頃に少しだけ距離が縮まって、図書室で勉強会を開いたり、談話室で少し世間話をした程度。

　ふたりが通っていた学校は、幼稚舎から大学まで続く全寮制の一貫校だった。政財界や芸能界など、様々な界隈の子供たちが通う、とても有名な名門校だ。

　そして成功者の息子たる貴幸は常にスクールカーストの上位に存在していて、敗者の娘たる千尋は底辺だった。

　千尋の父は元華族で、母はある良家の娘だった。先祖から代々受け継がれる老舗の事業を手がけていたが、父がこれを頓挫させてしまい、会社は倒産した。

　今は親戚の会社にお情けで雇ってもらっていて、生活は豊かとは言えない。

　元・華族、というレッテルが殊更みじめさを誘うくらい、今は完全に落ちぶれてしまった南部家。千尋は昔から陰口をたたかれ、あざ笑われて生きてきた。

　しかし、周りが何を言おうが千尋は気にしない。貴幸と結婚さえできれば『勝ち』なのだから。

　だが近付くこともできない有様では、為す術もない。

（今年も、何もしないまま終わっちゃうのかな）

　千尋は内心ハラハラしていた。昔は学校で会えたけど、今はお互い社会人で、彼の顔が見られるのはこの年に一回のパーティーだけである。

　貴幸はとても多忙な人間であるため、いつまでもこのパーティーに参加し続ける保証はどこにもない。

　何よりも、彼は二十九歳なのだ。いわゆる結婚適齢期であるため、来年彼の姿を見た時、すでに結婚していた──ということになっていても、まったくおかしくないのである。

（もう時間がない。今年のパーティーが最後のチャンスかもしれないのに）

　今日だって、すでに何度も貴幸に話しかけようと努力している。だが、彼を狙う女性は星の数ほどいるのだ。落ちぶれた元令嬢は土俵に上がるチャンスさえもらえず、肩を押しのけられたり足を踏まれたりして、端に追いやられてしまった。

（どうしよう。もう一回トライしようかな）

　邪魔をする令嬢を千切っては投げていたら、そのうち貴幸の前に行けるかもしれない。だが、そうなったところで、気の利いた会話ができるとも思えない。……その前にホールからつまみ出されるだろう。

　ホールの中心にいる貴幸は、美しい装いの女性たちに囲まれて、上品な笑みで談笑している。

　以前より、彼は女性から大人気だったし、交友関係も広かった。でも今は更にその輪が広がっているはず。つまり、綺麗な女性との出会いも格段に増えているのは間違いない。

（せめてメールアドレスの交換を……いや、そんな悠長なことはしてられない）

「なあ、お前、南部だろ」

　唐突に横から声をかけられたが、千尋はそれどころではなかった。

（時間がないのよ南部千尋。三十までには結婚しろって、お父さんにも言われているじゃない）

「おい、俺が声をかけてやってるのに無視とはいい度胸だな。南部のくせに」

（とにかく今年が最後のチャンスだと思って、なりふり構わずでも行動するしかない。自己主張すらできなきゃ、ここに来た意味がないじゃない！）

　ぐっとお腹に力を入れた時、千尋の手が乱暴に掴み上げられた。

「こっち見ろよお前！」

　びっくりして横を見る。すると目の前には、千尋の手首を握った男が居丈高な様子でこちらを見下ろしていた。

「ったく、相変わらず生意気な顔しやがって。なあ南部、俺の顔、覚えているか？」

　ニヤニヤと笑っている。頬が赤く、男の口から強烈な酒の匂いがした。

（誰だっけ）

　ジッと赤ら顔の男を見つめたが、まったく思い出せない。

「ごめんなさい。まったく覚えていないです」

　無表情で答えると、男の表情がカッと怒りのものに変わった。

「高校二年で、同じクラスだっただろうが！」

「…………」

　千尋は黙ったまま、過去の記憶をたぐり寄せた。……そういえば、千尋をいじめるグループに、こんな男がいたような気がする。

「あんなに可愛がってやったのに、忘れちまうだなんて。薄情なやつだなあ」

　周りがザワザワし始める。千尋は舌打ちでもしたい気分になった。

「人をロッカーに閉じ込めてゲラゲラ笑っていたのを『可愛がっていた』と言うのなら、あなたの認識はだいぶ常識から外れているようですね」

　淡々と言う。しかし男は「やっと思い出したのか」と言って、下卑た笑みを浮かべた。

「あれはお前が悪かったんだろ。お仕置きってやつだよ。没落令嬢がいつも物欲しそうな顔してやがったから、せっかくオモチャにしてやろうと思ったのに」

　そんな顔をした覚えはないし、オモチャになるなんてごめんだ。千尋はムッとして男を睨む。

「元華族ってコネだけで毎年このパーティーに潜り込んで、男漁りにも精が出るな。うまくやって玉の輿に乗ろうって考えが見え見えなんだよ」

　彼が言ってることは半分は当たっている。だが、男なら誰でもいいのではない。自分は貴幸と結婚して玉の輿に乗るのが目的なのだ。

「あなたがどう言おうと勝手ですが、私はあなたには興味がないので、放っておいてください」

　はっきり言うと、男は握ったままだった千尋の手首を捻り上げた。

「いたっ！」

「その生意気な言い方、本当に懐かしいな。みじめな女は分相応に媚びへつらっていればいいんだよ」

　そう言って、男は強引に千尋の腰を抱き寄せた。

「何をするんですか。やめてください！」

「可哀想だから一晩だけ相手をしてやるよ」

「お断りしますっ！」

　男の胸を押し除けて逃げようとする。周りの人は自分たちを見てひそひそと会話している。

　こんなふうに目立っては、ますます貴幸に近付けない。それどころか、トラブルと判断した警備員がこちらに近付いてきている。

　このままではつまみ出されてしまうかもしれない──。

「一晩でもセレブな気分を味わわせてやるってのに、何が不満なんだよ」

「そういうつもりでパーティーに参加してるのではありませんっ」

「男漁りに違いはないんだろ。没落令嬢の使い道といったら、体を売るくらいしかねえもんなあ！」

　男が激昂するたび、口から強いアルコールの匂いがする。千尋は顔をしかめた。

「また嫌そうな顔をしやがって。お前の立場ってものをわからせてやるよ」

　拳を振り上げる。殴られると思った千尋は奥歯を食いしばってぎゅっと目を瞑った。

　その時──。

「おや、あなたは元同級生の方ではないですか。久しぶりですね」

　優雅な声と共に、誰かが男の拳をぱしっと掴んだ。

「え──」

　千尋は目を丸くする。だって目の前にいたのは。

「ほ、北條……っ!?」

　男も驚いた顔をした。まさかこの場に入ってくるとは思っていなかったのだろう。

「覚えていてくれてありがとうございます。お元気にしていましたか？」

　にこやかに挨拶をしながら、貴幸は彼の拳をやんわりと下に降ろした。

「う……。ああ、まあ……」

　男はばつの悪い顔をして曖昧に挨拶を返す。貴弘はその瞬間に、するりと彼の腕から自分のほうへ千尋を引き寄せた。

「おや、どうやらずいぶんとアルコールが回っている様子ですね。足元がふらついていますよ」

「いや、これは……」

「もし躓きでもして怪我をしたら大変です。休憩室でお休みになってはいかがですか？　救護の方を呼びますね」

　貴幸が素早くボーイに声をかけると、救護役がやってくる。彼らに介抱されながら、男は休憩室に去っていった。

　何と言おうか、鮮やかすぎる手腕である。千尋はただただぽかんとして、目の前の貴幸を見つめた。

　すると、貴幸が千尋を抱き寄せたままにっこりと微笑む。

「千尋、大丈夫だった？」

「え、あ……」

　間の抜けた声しか口から出てこない。これ以上はないというくらいのチャンスなのに、気の利いた言葉がひとつも考えられない。

「あの人、毎年酒癖が悪いんだよ。手首を掴まれたようだけど、怪我はない？」

　千尋の手を握って、手首を優しく撫でる。

（……もしかして、貴幸くんは私のことを覚えてくれていたの？）

　砕けた口調は、学生の頃と同じだ。こんなふうに話しかけるということは、千尋のことを忘れていない可能性が高い。

「念のため、お医者さんに見てもらったほうがいいな。応急処置で湿布を貼ろう。待ってて、今、人を呼ぶから」

　貴幸が再びボーイに声をかけようとした。しかしその前に千尋は貴幸の腕をガシッと掴んだ。彼が驚いたように千尋へ顔を向ける。

（い、今しかない。今しかチャンスはない！）

　まさに一世一代の好機である。これを逃す手はない。千尋は穴でも空きそうなほどに貴幸を見つめた。

（で、でも、なんて言えばいいの。『お友達になってください』……いや、友達になりたいわけじゃない。『私とお付き合いしてください』……さすがに唐突すぎるよね）

　頭の中であわあわ考えていると、貴幸が困った顔をした。

「千尋？」

　時間がない。不審に思われたら終わりだ。彼が近くにいるうちに、早く自分の想いを口にしなければ。

　千尋は焦るあまり、何も考えられなくなってしまった。ただ何か言わなければという思いひとつで、貴弘の袖をぎゅっと握りしめる。

「わた、私は、貴幸くんと結婚したいの！　だから貴幸くん、私と結婚してください！」

　大声で言ってから、ハッと我に返った。

　あたりはシンと静まっていて、皆があっけに取られた顔をして千尋を見ている。

　それはもちろん貴幸も例外ではない。形のよい瞳がまんまるになっている。

（あぁああああ～っ！）

　千尋は顔から火を噴きそうなほど恥ずかしくなった。今すぐ頭を抱えてうずくまりたい。

（よりにもよって、なんてこと言ってしまったの、私！）

　悩むあまり、お友達とか、付き合ってほしいとか、そんなのを全部すっ飛ばしてしまった。確かに結婚が目的ではあったが、その目的のために踏むべき段階があるだろうに。

（こんなの断られるに決まってるじゃない。せっかくのチャンスだったのに。今しかなかったのに！）

　こんな機会は二度と訪れないだろう。絶望感に打ちひしがれる。目の前が真っ暗になる。

（終わりだ……）

　両親になんて言えばいいのかわからない。千尋はがくっと肩を落として俯いた。

「ああ、もちろんいいよ」

「そうよね。ごめんなさい」

　反射的に謝った千尋は「ん？」と違和感に気付く。

「え……今、なんて言ったの？」

　顔を上げて、恐る恐る尋ねる。すると貴幸はにっこりと笑顔を見せた。

「だから、いいよって言ったんだ。千尋が望むなら、俺は喜んで君と結婚するよ」

「…………」

　思わず言葉を失い、口をぱくぱくとさせた。

　そして──。

「えぇえええ～!?」

　腹の底から、驚愕の声を上げてしまった。







第二章 盈えい盈えい一いっ水すいの恋愛感情








　早々にパーティーを退席したあと、千尋は貴幸のマンションに案内された。

　ハイヤーに揺られている間も、マンションに着いて彼の後ろを歩いている間も、千尋の足取りはふわふわしていて、頭の中はぼーっとしていた。

　まるで夢を見ているみたいで、あまりに現実味がないのだ。やっぱり夢を見ているのかもしれないと思って、千尋は自分の頬を抓ってみる。

（痛い……。やっぱりこれは、夢じゃないのか）

　でも、どうしても信じられない。夢じゃないなら、キツネに化かされているのかもしれない。

「久しぶり……と言っていいのかな」

　ふと、隣に座る貴幸が話しかけてきた。

「そうね。こうやってお話しするのは、何年ぶりかしら」

　毎年、パーティーで顔は見ていたけれど、話しかけることはできなかった。つまり……。

「十一年、か。長すぎるな。大学では専攻が違っていたせいで全然会えなかったし」

　貴幸が残念そうに話す。

「大学は広かったものね。専攻が違うと、キャンパスの場所すら違っていたから」

　そう、大学はあまりに専攻が多かったせいで、千尋は本校からずいぶんと離れたキャンパスで学んでいたのだ。噂に聞いたところによると、貴幸は本校に通っていたらしい。

「……さすがに十一年はないよな。パーティーに君が来ていたのは知っていたけど、まったく近付けなかったんだ。こんなにも傍にいるのに話しかけることもできなくて、自分の情けなさに腹が立っていたよ」

「それは仕方ないわよ。貴幸くんには立場があるんだから」

　彼はいつも人気者で、あらゆる界隈の要人から声をかけられる。挨拶や世間話を通して人脈を広げ、将来への種まきをするのは社長の息子として当然のことだ。そんな多忙な彼が、壁側でぽつんと立っている千尋に声をかけるタイミングなどあるはずがない。

「でも、今日は助けてくれてありがとう」

　千尋は顔を上げて、貴幸に礼を言った。彼は優しく微笑む。

「当然のことをしただけだよ。あの酔っ払いは毎年あんな感じで色々な女性に絡んでいるんだ。老舗企業の御曹司で相当甘やかされて育っているからな。困ったものだよ」

「うん、知ってる」

　同じクラスだったし、彼はいつも千尋のことをあざ笑っていた。

「彼が言ったことは気にするなよ。所詮、親の威光を笠に着るだけの小物なんだから」

「ふふっ、うん。……貴幸くんは、少し雰囲気が変わったわね。昔はそういうこと、心の中で思っていたとしても口には出さなかったのに」

「そりゃ大人になったからな。多少は擦れるよ」

　ふっと貴幸が意地悪そうな笑みを浮かべ、千尋もつられたように笑った。

「二十九だものね。私も二十七。すっかり大人になっちゃったわ」

「……もっと早く、ふたりきりになりたかった」

　貴幸は辛そうな顔をして目を伏せる。連絡する方法は他にもあったはずなのに、と後悔しているようだった。

　十一年は確かに長い年月だ。でも、お互いが多忙であればあっという間に過ぎてしまう長さでもある。

「私、すっかり忘れられてるかもって思っていたわ」

　千尋が言うと、貴幸は真面目な顔をした。

「俺が、千尋を忘れるわけがない」

「…………」

　それは、冗談でもそんなことを言うなと言っているほど真剣な表情で、千尋は驚いてしまった。

「そ、それは嬉しいけど……。でも、私たちって、学生の頃もそこまで仲良しってわけじゃなかったでしょ？」

　確か、初めて彼と会話したのは、千尋が小学四年生の頃だった。

　その頃の千尋は、なんとかして貴幸と仲良くならなければと必死になっていたのだが、彼は上級生ということもあってなかなか近付くことができなかった。

　更に千尋は毎日のようにクラスメートからいじめられていて、陰湿な嫌がらせも絶えないから、何かとトラブルも続いていて……。

　ある日、千尋は午後の体育の時間に制服を隠されてしまった。

　仕方なく放課後の自由時間に、自分の制服を探していた。クラスメートの行動はだいたい把握していたので、彼らが自分の制服をどうするかは、予想がついていたのだ。

　ゴミ箱か、それに類する場所。

　効率よく探せば目的のものはすぐに見つかった。

　──焼却炉の中。用務員が先に気付いてくれて、千尋の制服は手元に戻った。

　それと、もうひとつ。

　用務員からペンケースも見つかったと言われて渡された。これは自分のものではない。中を確かめてみると、白くて可愛い猫の根付が入っていた。他には、エンピツや消しゴムが入っている。そして、それらの文房具には『北條貴幸』と書いてあった。

　千尋はこの奇跡のような偶然に驚きながらもチャンスだと思った。

　彼に近付くまたとない機会である。

　制服に着替えてから上級生の教室に行くと、貴幸がひとりだけいて、懸命に何かを探していた。

　ドキドキしながら、千尋は彼にペンケースを返した。貴幸は驚いた顔をしてから笑みを見せて『ありがとう』と言った。

　それは本当に嬉しそうで、心から安堵したような笑顔。

　悪意も横柄さもない。純粋で綺麗で優しい表情。

　──この人は、温かい家族の中で、たっぷりと愛情を受けて育ったんだな。

　一目でそうわかるくらい、彼は育ちのいい子供だった。

　千尋の心に、ぐさりと何かが刺さる。それが何かはわからないけど、痛かった。

　貴幸が何か尋ねてきたが、よく覚えていない。自分が汚い存在に思えて、それが怖くて──千尋はせっかくのチャンスを台無しにしてしまった。

　後ろを向いて逃げ出してしまったのだ。

　自分が貴幸に近付こうとしているのは、両親がそう命令するからである。

　両親の命令は、絶対に聞かなくてはいけない。理由がわからなくても問うてはいけない。口答えしたら怒られる。閉じ込められる。鞭でぶたれる。

　純粋な気持ちではない。邪な気持ちがある。心から助けたいと思って助けたんじゃない。これをダシにしてあわよくば仲良くなろうという計算があったのだ。

　友達を作るのに、そんなふうに考えてしまう自分が嫌で仕方なかった。

　だが、それからも、貴幸は不思議とものをなくすことがたびたびあって……。

　千尋は困っている貴幸を見かけては、こそこそ手助けをした。そのたびに貴幸は礼を口にしたけれど、それ以上の会話はできなくて、千尋は逃げてばかりで……。

「確か、まともにお話しできたのは、私が高校一年の頃、だったよね？」

「ああ。君が倉庫に閉じ込められたんだよな」

　そうだったと千尋は思い出す。幼稚舎から中等部までずっといじめられていたわけだが、高等部になってもそれは続いたのだ。全寮制の一貫校という特殊な環境が、そのような状況を生み出してしまったのかもしれない。

　ある時、千尋はもはやお馴染みとなった性悪の御曹司グループに体育倉庫へ閉じ込められた。

　さてどう脱出しようかと悩んでいたら、なんと貴幸が助けに来てくれたのだ。

　あの時の感動は今でも覚えている。

　助けてもらった嬉しさが今までの劣等感を覆したのか、それからの千尋はやっと貴幸とまともに話をすることができた。

　図書室や、小会議室。たまにふたりで会って、他愛のない話をした。その時間はとても楽しくて、嬉しくて、千尋にようやく訪れた青春の日々と言ってもいい。

　だが、その時は長くは続かなかった。その頃の千尋は高校一年、そして貴幸は三年生。

　ふたりはたった一年で、離ればなれになってしまったのである。

　──それから六年、ふたりはまったく顔を合わせる機会がなかった。

　千尋が大学を卒業して、社交デビューし、パーティーに顔を出すようになって……。

　そこで久しぶりに、大人になった貴幸を見たのである。

（やっぱり、おかしいよね？）

　千尋は車に揺られながら不安を覚えた。膝に置いた手をぎゅっと握りしめる。

　こうやって思い返すと、彼との接点はやはり少ない。

　なぜ彼は、千尋のあんな行き当たりばったりの求婚に頷いたのだろう。

（……何か企んでいる？　ハッ、まさか詐欺とか？）

　たらたらと冷や汗が流れた。彼がそんなことするはずないという気持ちはあるが、何せ十一年である。それだけの年月があれば、人間性が変わることもあるだろう。

（わ、私、大丈夫かな。何かとんでもないことに巻き込まれてない？）

　ようやく目的達成したのに、どんどん怖くなる。

　しかし千尋の不安をよそにハイヤーはスムーズに走り続けて、やがて目的地に到着してしまったのだった。




「ここが俺の部屋だよ。どうぞ入って」

　そこは、都心にあるタワーマンションの最上階。貴幸がガチャリと玄関ドアを開ける。千尋は恐る恐る中に入った。途端、ふわりと上品な香水の香りが出迎えてくれる。

　千尋はおっかなびっくりと靴を脱ぎ、彼が用意してくれたスリッパに履き替える。

「そんなに怯えた顔をしないでほしいな」

　廊下を歩きながら、貴幸がくすくす笑った。

「お、怯えてないわ。警戒してるのよ」

　バッグを両手に持ちながら、あたりをきょろきょり見回して歩く千尋に、貴幸が「警戒？」と首を傾げる。

「どうして？」

「だって話が出来すぎているんだもの。もしかして私を騙すつもりじゃないかとか、普通は警戒するでしょう」

「酷いな。千尋を騙してどうするんだ？」

「すごく高い着物を買わせるとか。すごく高い居酒屋に連れて行くとか」

　千尋がそう言うと、貴幸がおかしそうに「あははっ」と笑った。

「本当に酷いな。そういう詐欺があるのは知ってるけど、俺がそんなことするような人に見えるか？」

「見えないけど、何か裏があるんじゃないかって思ってしまうのよ」

　貴幸は生まれた時から恵まれている人間だ。人生においてお金に困ったことはないだろうから、詐欺をする必要もない。

（でも、それでも、どうして……？）

　意味がわからない。理由もわからない。なぜ求婚に頷いたのか？　周りにいた人たちだって信じられないといった様子で貴幸を見ていたではないか。

　貴幸は千尋をリビングに通す。その部屋は広々としていて、大きな窓から見える眺めは圧巻の一言だった。

「裏なんてないよ」

　貴幸はリビング横にあるアイランドキッチンでお湯を沸かし始める。

「俺は千尋と結婚したかったから、頷いただけだ」

「…………」

　ジッと貴幸を睨む千尋に、彼は困った顔をして微笑んだ。

「うーん、どう言ったら信じてくれるのかな。そもそも千尋にとってはいいことじゃないのか？　俺と結婚したかったんだろ？」

「それはそうだけど」

　確かに貴幸の言う通りである。

　目的が達成されたから、両親だって喜ぶだろう。何しろ千尋は、そのために幼稚舎からあの名門校に通っていたのだから。

（でも……）

　千尋は俯く。そして、ようやく自分の本当の気持ちに気が付いた。

（そうだ。私がこんなにも疑心暗鬼に囚われているのは、私自身が貴幸くんを騙しているからだわ）

　黙ったままでいたほうが、事はスムーズに進むだろう。でも、できそうにない。

　やっぱりここは正直に言わなければならないと、千尋は顔を上げた。

「あのね、貴幸くん。私があなたに求婚したのは、好きだからって理由だけじゃないのよ」

「つまり、好きって理由もあるってことだよな？　嬉しい」

　キッチンから貴幸がにこっと嬉しそうに笑った。思わず千尋はかあっと顔が熱くなる。

「そ、それだけじゃないって言ってるでしょう。あなたとの結婚はね、私の両親が望んでいたことなの。……はっきり言うとね、私の両親は生活に困っているの。だからきっと、あなたに……いえ」

　こく、と生唾を呑み込む。これで貴幸が怒り出したら完全にやぶ蛇だ。でも遅かれ早かれ両親の思惑はばれるのだから、早めに知らせておいたほうがいい。

「あなたの実家である北條家にお金の無心をするつもりなのよ。私はそのために求婚したの。学校であなたの周りをうろついていたのも、親から貴幸くんと仲良くなるようにって命令されていたからなのよ」

　ぎゅっとカバンを握りしめ、本当のことを暴露する。

　こんなことを言って、貴幸は傷つくかもしれない。騙していたのかと千尋をなじるかもしれない。でも、彼が求婚に頷いてくれたからには、本当のことを言わなければ。

　だけど嫌われたくはない。怖くて、カバンを握る千尋の手が小刻みに震えた。

「つまり、この結婚は親の打算が関わっているってことなのよ。貴幸くんは自分が利用されるってわかってて、私と結婚できる？」

「できるよ」

　笑顔であっさりと答えてきて、千尋はぽかんとした顔をした。しかし慌てて、びしっと彼に指を突きつける。

「わ、私はあなたの身を案じて真剣に話しているのよ。そんな即答でいいわけないでしょ。もっと自分の人生を大事にしなさいよ！」

　怒り口調で言うと、二人分の紅茶を持ってきた貴幸が「あははっ」と楽しそうに笑った。

「結婚を持ちかけた君がそれを言ったらおしまいじゃない？」

「それは確かにその通りだけど、ちょっとは悩めって言ってるのよ」

「ふふ、俺を利用しようとしているのに、人生を大事にしろと注意するなんて、君が初めてだ。その正義感の強いところ、千尋は昔から変わらないな」

　貴幸は紅茶カップをテーブルに置くと、ソファに座る。ぽんぽんと隣の席をたたくので、千尋は大人しく隣に座った。

「……悩む必要なんて、ない」

　優雅な仕草で紅茶のカップを持ち上げ、一口飲んだ貴幸は静かな口調で言った。

「だって俺は、昔から君が好きだったんだから」

「!?」

　思わず口に含んだ紅茶を噴きそうになった。慌てて呑み込んで、千尋は目を見開く。

「な、何よそれ。初耳なんだけど！」

「今初めて言ったからね」

　貴幸は涼しい顔をして、紅茶のカップをソーサーに戻す。

「本当は、千尋が大学を卒業した時に合わせて告白しようって思っていたんだ」

　そう言うと、彼の表情に少し陰りが浮かんだ。

「でも、その頃ちょっと実家がごたついていて。しかもちょうど、俺は会社を立ち上げたばかりで、毎日多忙で……千尋に会いに行くことができなかったんだ」

「そ、そうだったの」

　千尋の大学卒業の日。そういえば大学ＯＢがたくさんお祝いに来ていたのだが、確かに貴幸の姿は見えなかった。

「未熟な自分が嫌だった。俺は絶対、君を幸せにするんだと心に決めていたから、会社を軌道に乗せてから行動しようと思ったんだ。でも、年月が過ぎるほど距離が離れていって、なんとか君に近付こうとしても、周りが近付かせてくれなくて……本当に焦っていたよ」

　パーティーではそんなふうには全然見えなかったが、内心は違っていた、ということだろうか。

「千尋が毎年、年末のレセプションパーティーに参加しているのは見ていたけど、来年も来るかどうかはわからない。君はもう二十七だし、いつ結婚してもおかしくない。それなのに俺は君の連絡先ひとつ知らない。早く最初の一歩を踏み出さなくてはと思っていたのに、なかなかその一歩が踏み出せなかった」

　貴幸は自分のふがいなさに苛立つように、ぐしっと自分の髪を掴んだ。

「……だけど、千尋がその一歩を踏んでくれた。本当は俺が行くべき一歩を踏ませてしまってすまない。でも、嬉しかった」

　顔を上げて、ふわっと微笑む。その笑顔があまりに自然で、少年みたいで。思わず学生の頃の彼を思い出した千尋はカッと顔が熱くなった。

（そ、そっか。貴幸くんも、私と同じような気持ちを持っていたのね）

　てっきり自分のことなど忘れていると思っていたが、そうではなかったのだ。

　毎年パーティーに参加しては、声をかけるチャンスを探ってまごまごしていた千尋みたいに、貴幸もどう自然に声をかけようか苦悩していた。そしてお互いに『来年は結婚しているかもしれない』という恐怖を持っていたのだ。

「ちなみに、だけど」

　貴幸はチラと横目で千尋を見ると、そっと手を掴んできた。

　ドキッと胸の鼓動が跳ね上がる。

「君は、どうなんだ。さっき、好きって気持ちもあるって言っていたけれど、あれは本当のこと？」

　千尋の顔が熱くなる。でも、今更隠しても仕方がない。

「そ、そんなの。……好きにならないほうがおかしいじゃない。だって私は、ずっと前から、貴幸くんを見続けていたのよ」

　学生の頃、千尋に気さくに話しかけてくれた人は貴幸ただひとりだった。

　親の会社が倒産して、没落してしまった元令嬢が、身の丈に合わないセレブ御用達の名門校に入学した。

　それだけで、千尋はいじめの対象だったのだ。

　本当は学校に行きたくなかったが、親に貴幸と仲良くしろと命令されていたこともあるし、何より自分には莫大な学費がかかっている。責任は重く、行かざるを得なかった。

　近付こうとしても取り巻きの子たちに邪険に扱われ、時に手酷い嫌がらせにも遭う。

　でも、貴幸だけは千尋に優しかった。千尋をいじめる取り巻きに注意もしてくれたし、千尋と他愛ないお喋りにも付き合ってくれた。

　……そんなふうにされたら、好きになるに決まっている。憧れの気持ちがすぐに恋心に変わったのは自覚していた。

　でも同時に後ろめたかった。彼に近付くのは、親の意図があるからだ。騙しているみたいだったし、結局自分も、彼の取り巻きと何ら変わらず、貴幸から何らかの利益が得たくて近付いているに過ぎないと思って、そんな自分が嫌だった。

　だから、高校の頃に少し仲良くなった時も、この好きという気持ちだけは秘めていたのだ。

「私は、まさか両思いになるなんて思っていなかった。親のために求婚しなくてはいけなかったけど、それだって、本当に叶うとは思っていなかった。だから私──ンッ」

　突然、唇に柔らかいものが当たった。

　驚きに目が見開く。それは貴幸の唇だった。

（キス……してる、私たち……）

　その口づけは短かったようにも思えたし、永遠にも思えた。ゆっくりと唇が離れて、ふは、とため息に似た息をつく。

「悩まなくていい。諦める必要もない。だって俺は君が好きだし、君は俺が好きだ。相思相愛の感情を、他人に邪魔されるいわれはない。たとえ親であってもね」

　ふふ、と貴幸は優しく微笑む。

「確かに千尋のご両親は、俺に何か思うところがあるんだろう。彼らにとって、この結婚は策略的なものかもしれない。でも、だからといって当の本人たちが愛し合ってはいけない、なんて決まりはないはずだよ？」

「あ……」

　目からうろこが落ちた気分になる。

（確かにそれはそうだわ。親にどういう思惑があっても、私の気持ちには関係ない）

「君の両親に関しては、俺に任せてくれていい。千尋は、俺と結婚することだけを考えればいい」

「結婚すること……だけ？」

「そう。結婚したら一緒に住むんだよ？　俺の妻になって一生俺を愛せる？　今ここで約束できる？」

　両手を握りしめて、確認するように尋ねてくる。

　ずっと想像していた、貴幸との結婚。幼稚舎の頃はぼんやりした淡い気持ちだったけど、小学生で初恋を自覚して、中学生になって将来を夢見て、高校生で立場の違いを知り、現実に打ちのめされた。大学生になったら、自分の使命だけ全うしようと頭を切り替えて、社会人になってパーティーに参加し始めた頃は、とにかく失恋覚悟で声をかけなければと考えていた。

　でも今、夢が叶ってしまった。

　まだ足元がふわふわして、夢を見ているみたいだけれど。

「……一生、愛せるわ」

　千尋は頷いた。だってずっと好きだった。これからも好きでいられる自信はある。

　すると貴幸は満足したようににっこり微笑んだ。

「じゃあ、俺たちはもう、気持ちは夫婦だね」

「そ、そうね」

「じゃあ、夫婦がするべきことをしよう。……愛し合うって行為をね？」

　貴幸が内緒話をするように、耳元で囁いた。耳の奥に響き渡るような甘い低声に、お腹の奥がざわっとする。

「あ、愛し合う……行為？」

　千尋が戸惑うと、貴幸は意外そうな顔をしてから、納得したように頷く。

「そうだった。千尋は、結構温室育ちだったな」

「温室って。あなたほど温室育ちじゃないわよ」

　千尋はムッとして唇を尖らせた。大学生からはアルバイトに精を出していたし、社会人になって就職してからも、パーティーで自分を着飾るお金を稼ぐために副業でバイト三昧だったのだ。

「そういう意味の温室じゃなくて。ご両親から厳しく育てられてきたんだろう？　余計な知識をつけることを禁じられて、学校では気の置けない友人もいなかったし」

「それは、確かにそうだけど」

　むすっとしたまま俯く。

　貴幸が言う通り、千尋は両親に厳しく育てられてきた。全寮制の学校でも定期的に連絡を取り、学んだことを報告した。そして学ばなくていいことを厳密に決められた。スクールカーストの底辺にいたため、友達と呼べるような人はひとりもいなかった。

「つまり千尋、君には余計な知識がないんだ。普通の人なら知っているようなことを知らない」

「それって、物知らずって言いたいの？」

「そういうことじゃないよ。……そうだね、じゃあ、君にお願いしようかな？」

　貴幸が意地悪そうに目を細める。

「俺にキスしてくれる？」

「え……」

　途端、千尋は恥ずかしさに体が熱くなった。

「俺はこんなにも君が好きだけど、君も俺のことが好きなんだって、俺に信じさせてほしいんだ」

　そう言って、貴幸は自分の唇に人差し指を当ててから、千尋の唇に指を当てる。

「う……あ」

　顔を赤らめる千尋を、彼は愛おしそうに見つめた。

「ちゃんと俺が信じられるようなキスをするんだよ。舌を絡ませたり、俺の舌を吸ったり、何度も啄んだりしてね」

　具体的に説明されて、千尋は恥ずかしさに倒れそうになった。

「でっ、できるかしら。私、初めてだから」

「できるよ。俺のことが好きならね」

　そう言われると、できないとは言えない。千尋はごくりと生唾を呑み込んだあと、体を横に向けた。目の前では貴幸が柔和に微笑んでいる。

「わかったわ」

　覚悟を決めて、千尋はそっと彼の肩に手を置いた。

「い、いくわよ」

「どうぞ」

　生真面目な千尋がおかしくて仕方ないのか、貴幸はくっくっと笑った。

（キス……。こ、こうだったっけ？）

　さっき彼にされたことを思い出して、千尋は貴幸の唇に触れた。

　貴幸の唇は薄く、そして少し硬い。でも弾力がある。

　ドキドキしている。この動悸は緊張しているからだろうか。それとも、自分からキスをしていることに興奮しているのか。

（舌を……入れなきゃ）

　こんなことはもちろん初めてだ。千尋はたどたどしく貴幸の唇を舌で割り、挿し込む。

「ん、ン……」

　自分の舌で、彼の舌を探る。奥のほうにあるのを舌先でちろちろと舐めた。貴幸がふっと笑う。

　ゆっくりと舌を絡ませて、ちゅっと音を立てて吸う。

　不思議な感覚だった。唾液を交換するような濃厚な触れ合いは、千尋の気持ちを高めていく。

　かつてないほど心の鼓動は早鐘を打っていて、気付けば千尋は夢中になって貴幸の舌を味わっていた。

「ふっ、……ん」

　唇を離すと、唾液が糸を引いた。もう一度口づけて、貴幸の上唇を食む。更にキスを重ねて、次は下唇に触れる。

「はっ……」

　息を吐いて、千尋は貴幸から少し離れた。

「こ、こういう感じ……で、いいの？」

　ドキドキしながら尋ねると、彼は満足そうに目を細めて頷く。

「ありがとう。慣れていないのに、一生懸命俺の唇を求める千尋は、たまらないほど可愛かったよ」

　優しく微笑み、柔らかに髪を撫でた。ほんわりと嬉しくなる。

「じゃあ次は俺の番だね」

　ぐ、と千尋の腰を抱き寄せる。そして唇に口づけをした。

（あ……っ）

　彼は大きく口を開けて、食べるみたいに千尋の唇を啄む。そして口の中に舌を差し入れ、ぐちゅりと音を立てて千尋の舌を絡め取った。

　舌をまぐわせるたび、くちゅくちゅといやらしい音が鳴る。

　なんてはしたないやりとりだろう。そう思うと同時に、この行為が恥ずかしいほど、心がドキドキする。冬なのに、体は熱を帯びたように火照って、汗をかくほど熱くなる。

　ちゅる、と音がして、貴幸は千尋の舌を吸い上げた。そして執拗に舌先を舐める。

「ん、ン……」

　千尋は息苦しくなった。あまりに貴幸の口づけは熱烈で、息をつく暇がない。

「はあ、千尋。君とこんなふうに触れ合える日を心待ちにしていたよ」

　口元で甘く囁く。彼の手がそっと背中をさすった。

　今日の千尋の様相はＡラインのワンピース。貴幸は背中のジッパーを摘まみ、スッと引き下ろした。

　千尋は緊張のあまり、思わず体を強張らせる。

「大丈夫。怖いことはしない」

　貴幸が千尋をなだめるように、優しく背中を撫でる。

（うう、緊張する。私、どうしたらいいの？）

　千尋は恐れるようにびくびくと体を震わせた。

「もしかして、自分で脱ぐほうがいい？」

　笑い混じりに尋ねられる。

「そ、そのほうがいいかもしれないわ。覚悟できるし……」

　赤くなりながらぼそっと言うと、貴幸がおかしそうに笑った。

「あははっ、覚悟！　千尋は、こういうのに覚悟が必要なんだな」

「な、何よ！　……変なことなの？」

　泣きそうになりながら尋ねると、彼は微笑みながらふるふると首を横に振った。

「そんなことないよ。ただただ千尋が可愛いなって思っただけ」

「何よ、それ」

　むすっとした顔をすると、貴幸がくすくす笑う。

「脱ぐんだろ。手伝いが必要なら、手伝うけど？」

「だ、大丈夫よ」

　千尋は自分の服に手をかけた。貴幸が言っていた、夫婦がするべき愛し合う行為。それがどういう行為かはもうわかっている。

（私だってすっかり大人なんだから、ちゃんと知ってるわ）

　確かに親からは、そういう知識を徹底的に遠ざけられていた。だが社会人になって数年も経てば、噂話を耳にしたり、本を読んだりして、それなりに知る機会はある。

　ただ実践したことがないだけだ。行為の内容も、最終的に何をするかは知っているが、その過程──具体的なことはわからない。

　でも、夫婦の営みに必要なことなら、いつかは必ず体験することになる。

　それが後になるか今か、それだけの違いだ。

「えいっ！」

　千尋は気合いの声を上げた。恥ずかしさを我慢して、ワンピースをぱっと脱ぐ。そして綺麗に折りたたんで、次にキャミソール、ストッキング。そしてブラのホックをぷつりと外した。

「潔いねえ」

　貴幸がニコニコしながら、感心したように言う。

「ど、どうせ脱ぐことになるんだったら、今全部脱ぐわよ」

　自ら服を脱ぐと、だんだん覚悟が決まってくる。最後の砦とも言えるショーツも、目を瞑ってえいっと脱いでしまった。

「はい、脱いだわよ！」

「おおー」

　貴幸がパチパチと拍手した。

「本当は、千尋の可愛い下着姿はもう少しじっくり見たかったけれど、それは今度のお楽しみにするよ。どうせなら、俺が選んだ下着を着てもらいたいしね」

「な、なんかヘンタイみたいなこと言ってない？」

「ごく普通のことだと思うけど？」

（そうなんだ……）

　男性が女性の下着を選んで着せて鑑賞する。それは夫婦なら普通のことらしい。世の中の妻は大変だなと千尋は思った。

「それより、せっかく脱いだんだから俺に君の裸を見せてよ。どうせなら正面から見たいな。俺の上にまたがってくれる？」

「え……」

　千尋が戸惑っている間に、貴幸はソファの上で仰向けになった。

「ほら、ここに乗って」

　トントンと自分の腹を指さす。千尋は困惑しつつも貴幸の腹にまたがった。

「……こう？」

「そう。千尋は本当に素直でいい子だね。……いい眺めだ」

　貴幸がうっとりした目で千尋の姿を見つめる。

　彼の視線をまっすぐに受けて、だんだん恥ずかしくなってしまう。

「隠したらだめだよ。腕は開いて」

「うう」

　思わず胸を隠そうとしたら止められた。千尋は仕方なく両腕を開く。

（何かしら。なんだか……変だわ）

　彼に見つめられているだけなのに、不思議と下腹の奥がきゅんと疼いた。どうしてそうなるのかわからない。ただ恥ずかしくて、もじもじと腰をくねらせてしまう。

「本当に可愛いね、千尋」

　貴幸はたまらないといった様子で恍惚のため息をつく。

「俺に見られてるだけで興奮してきたの？」

「え……」

「ここが勃ってきたよ。早く弄ってほしいって言ってるみたいにね」

　ぴん、と指で乳首をはじかれた。

「きゃうっ」

　思わず変な声を上げてしまう。

「ごめん、びっくりした？　じゃあ優しく弄ってあげよう」

　貴幸は両手で千尋の両方の乳首を摘まんだ。彼に見られていただけで勃ち上がってしまったそれはぷっくりと赤くなっていて、まるで先端の硬さを確かめるように彼はくりくりと指で擦り始める。

「あっ、あ、あっ」

　ふるふると体が震えた。反射的に彼の手首を掴もうとする。

「だめだ。俺を愛しているんだろう？　なら、俺の愛撫を受け入れないと」

「だ、だって、あっ」

　だんだんと指の力が強まって、乳首を擦られる感覚も激しくなる。

「ほら、腕を開いて」

　言われるまま、千尋はゆっくりと腕を開いた。

「いい子だ。ご褒美にもっと弄ってあげよう」

　きゅっと引っ張って、人差し指でカリカリと甘く引っ掻く。

「や、やあんっ、それ、だめ。変なこえ、でちゃう！」

　彼が乳首を弄るたびに体が反応する。くすぐったさにも似た気持ちよさがあって、はしたない声を上げてしまう。

「声は出していいんだ。感じているのがわかって、俺も嬉しいからね」

　乳房を掴んで大きく揉み込み、絞るようにきゅっと乳首を摘まむ。

「ほら、気持ちいいって口に出して言ってみて」

　そのままくりくりと擦られて、千尋は絶え間ない甘やかな快感に涙を浮かべる。

「あ……気持ち、い……」

「可愛いなあ。……ね、千尋。俺のお願い聞いてくれる？　俺は君をもっと可愛がってあげたいんだ」

「ん、うん」

　こくんと頷くと、貴幸は優しく目を細めた。

「だからね。俺の舌に君の可愛い乳首を乗せて、舐めさせてくれる？」

「へ……」

　千尋はぽかんとした。そしてみるみると顔を赤くする。

「な、な、なんでっ!?」

「もっと気持ちよくしてあげたいんだよ。だからお願い」

　にっこりと貴幸が笑顔になった。

「俺のこと愛してるんだろう？　俺もいっぱい愛したいんだよ」

「うぅ……」

　それを言われると何も返せない。まるで愛の脅迫である。

（愛し合う行為って、すごく大変だわ。こんなに恥ずかしいことをしなきゃいけないなんて）

　泣きそうな顔をしながらも、おずおずと彼の顔に覆い被さる。

「千尋って、俺の言うこと何でも聞いてくれるんだな。……俺が好きだから？」

「そ、そうよ。……それ以外に理由なんてないわ」

「ああ～……マジで可愛いな。頭がおかしくなりそうだ。俺も好きだよ。ずっと前から好きだった。早くこういうことをしたいって思っていたよ」

　そう言って、貴幸はゆっくりと口を開けて、赤い舌を出した。

　千尋はドキドキしながら、彼の舌に自分の乳首をちょんと当てる。

「ひうっ」

　途端、乳首が濡れる感覚に体が震える。

「俺の舌の上で、乳首を滑らせてみて」

　言われるがまま、体を前後に振った。

「んっ、ああっ」

　舌の上で乳首を擦らせると、滑る感覚が鋭敏な快感に変わった。

「や、これ、気持ちいい……っ」

「ふふ、もっと気持ちよくしてあげるよ」

　貴幸は千尋の乳首をちゅるっと吸い取った。

「ああっ！」

　びくっと千尋の体が震える。彼は口腔に入れた乳首を、舌の先端でちろちろと舐め始めた。そして強く吸ったり、蕩けるように舌で舐めたりする。

「いや、ンっ、そ、それ……気持ちいいから、だめえっ」

「それって、もっとしてほしいってことだよな？」

「そんなの言ってな……ひゃんっ」

　ちゅっと乳首を啄まれた。唇で甘く食んで、舌の先で転がす。

「千尋が感じるたび、胸がゆさゆさ揺れるのが可愛いな。こっちも愛撫されたい？」

　つん、ともう片方の乳房を突かれる。

　かあっと千尋の顔に熱がこもった。

「千尋？」

「う……」

　恥ずかしくてたまらない。頭から火を噴きそう。だけどこれが愛するって行為なら、嘘をついてはいけない。

　千尋は半泣きの表情でこくんと頷いた。

「ん……、愛撫、して……」

「どんなふうに？」

　なんだか貴幸が意地悪だ。学生時代でも、パーティーでも、いつも彼は紳士的なのに。

　……いや、もしかしたら、それは表面上のものに過ぎなくて、今の彼が本来の貴幸なのかもしれない。

「舐めたり……吸ったり、してほしいの」

「恥ずかしそうに言って可愛いなあ」

　貴幸が楽しそうに笑った。

「いいよ。いっぱい可愛がってあげよう」

　もう片方の乳房を手で掴んで、乳首を舐め始める。

「ん、ンッ」

「こっちも指で弄ってあげるよ」

　先ほどまで舌で愛撫して、唾液にまみれた乳首をにゅるっと摘まんだ。

「ひゃあ、あンっ！」

　びくびくと体が震える。片方は舌で、もう片方は指で愛撫され、千尋はいやいやと首を横に振りながら快感に喘いだ。

　気持ちよくて頭がおかしくなる。止めてほしいのに止めてほしくない。奇妙な矛盾が心の中で渦巻く。

　濡れた乳首を摘まんでは滑らせ、ぬりぬりと擦られて、引っ張られてはボタンを押すように押し込まれる。

　ちゅ、ちゅ、とはしたない水音を立てて乳首を啄み、舌の上で転がして、硬くした舌先でちろちろと舐める。

　千尋の頭がぼうっとしてきた。体が熱くなりすぎて、頭の中がゆだっているみたい。

　何も考えられない。甘い快感しか受け取れない。

　やがて性感が限界を迎えて、千尋の体がきつく強張った。びくびくっと大きく震える。

「あぁああっ！」

　恍惚の表情で達した千尋は、天井に顔を向けて声を上げた。

「胸の愛撫だけでイったのか？　君はここを弄られるのが本当に好きなんだな」

　ふふ、と貴幸が低い声で笑う。

「ご、ごめんなさい……」

　思わず謝ると、貴幸はいっそう笑った。

「謝ることじゃない。俺は君に、気持ちよくなってほしいんだからね」

　そう言って、彼の手がするすると腹をなぞった。

　びくっと千尋の腰が浮き上がる。

　貴幸の笑みが深くなり、彼の指が千尋の秘所に触れた。そして人差し指でくちりと秘裂を割る。

「あ……っ」

「もう濡れているね。すぐにでも入りそうだ」

　くちゅくちゅと音を立てて、秘裂をなぞったあと、彼の中指がつぷりと蜜口に侵入する。

「ン……、あ」

　緊張で千尋の体が震えた。すると貴幸はちゅっと音を立てて乳首に吸い付く。

「んんっ！」

「大丈夫。君はただ感じていて。ほら、弄ってあげるよ」

　舌で乳首を転がしながら、彼は膣内に埋めた指で抽挿をし始めた。

　いやらしい水音が、胸と下肢から絶え間なく聞こえてきて、とても恥ずかしくなる。でも同時にとても気持ちよくて、千尋の下腹がきゅんと疼いた。

「ふふ、ここも硬くなっているな」

　膣内を掻き出すように中指を動かしながら、親指で秘芽を弄り始める。コリコリと擦られるとびりびりした快感が襲ってきて、千尋の体は感電したように痺れた。

「や、アっ、そこぉ……だめえ……っ」

「もっとやってほしいんだな」

「ち、ちがっ」

　慌てて首を横に振ると、昏い微笑みを浮かべる貴幸と目が合った。

「……もっとやってほしいんだろう？」

　たちまち千尋の眉がハの字になる。

「泣きそうな顔をして可愛い。もっと弄られたいんだろう？」

「ふっ、う……うん」

　こくんと頷いた。

　人を好きになるって、こんなにも苦労するんだと千尋は心から思う。

「素直でいい子な千尋には、ご褒美をあげないとな」

　そう言った貴幸は、ふいに千尋の頭を抱き寄せた。そして唇にキスをする。

「ンっ！」

　深く──深く口づけて、舌を絡ませる。

　同時に中指で膣内を抽挿し、ぐりぐりと親指で秘芽を擦る。

「んーっ！」

　声が出せない。貴幸は千尋の口腔を舌で激しく蹂躙し、次は二本の指を挿し入れる。

　びくびくと体が震えた。

　膣内で人差し指と中指がばらばらと交互に動き、じゅぷじゅぷとはしたない水音を立てては抽挿を繰り返す。

（だめ、また……来る……っ）

　先ほど味わった感覚がまた襲いかかってきた。千尋はいやいやと首を横に振ってから唇を外し、目の前の貴幸に訴える。

「こ、これ以上されたら、私、またいっちゃうっ」

「何度でもイけばいい」

　ふっと笑った貴幸はもう一度千尋の頭を掴み、深くキスをする。

「んっ、ンーっ」

　執拗に舌をまぐわせながら、下肢では抽挿を続けた。

「ほら、千尋のイくところを見ててあげるよ」

　にやと笑って、二本の指が最奥を突く。

「は、あ……ああぁあっ！」

　途端、千尋の快感が頂点に到達して、頭の中が白く爆ぜる。うっとりするような感覚を味わったあと、どっと汗が流れた。

「はぁ、はあ……」

　連続で二回も達してしまった千尋はすっかり脱力して、ぺたんと貴幸の上に突っ伏す。

　くすくすと耳元で笑い声が聞こえた。

「可愛いなあ……。いっぱいいっぱいって感じだね？」

　貴幸はちゅくっと音を立てて膣内に埋めていた指を抜いた。途端、彼の指が栓になっていたみたいに蜜が零れ出る。

「すごい、とろとろだな」

　そう言って、ゆっくりと身を起こす。彼にしなだれかかっていた千尋の腰を抱きしめながら起き上がり、そのままころんとソファに寝かせた。

　千尋はすっかり脱力してしまって、体に力が入らない。貴幸のされるがままだ。

「力が抜けているせいか、君の大切なところがぽっかりと開いているよ。俺のものが早く欲しいって言ってるみたいだ。愛おしくて仕方ないね」

　貴幸は両手の親指で秘裂を広げる。自分ですら見ないような場所を彼はじっくりと見て、嬉しそうに目を細めた。

「ああ、千尋。やっとひとつになれる。夢にまで見たからかな、俺もすごく興奮してる」

　はあ、と熱く息を吐き、千尋に覆い被さった。

「ずっと好きだった……愛しているよ」

　ちゅ、と口づけをして、秘裂にぬるりと硬いものが当たった。そして、まるで杭のような彼の性器が、そのまま膣内に侵入する。

「あっ、あ、ああっ！」

　それは初めての感覚。ぷつぷつと体の奥で何かが千切れて、異物がねじ込まれる独特の感じに、千尋は高い声を上げた。

「は……っ、やば、気持ちよすぎる」

　貴幸が何かに耐えるように息を吐き、顔をしかめた。

「これ、ちょっと持たない。ごめん。あとでいっぱい可愛がってあげるから、先に出させて」

「え、あ……あンっ！」

　戸惑うのもつかの間、貴幸が激しく腰を動かし始めた。膣内に埋めた杭が何度も引き抜かれては隘路を擦り、ゴツゴツと最奥を突く。

「んんっ、いきなり、激し……っ、あ、たかゆきくん……っ」

　貴幸は千尋の体を力任せに抱きしめて腰を何度も前後させる。肌がぶつかって、ぱんぱんと強い打音が部屋内に響き渡った。

「……っ、く……っ！」

　貴幸が低く唸るような声を出して、膣内の最奥に杭を穿つ。ぐりぐりと擦り上げた途端、彼の体が大きく震えた。

（あっ……！）

　杭の先端から精が迸る。それは勢いよく千尋のまっさらな子宮に注がれた。

「はあ、こんなにもたないなんて、思ってなかった」

　最後の一滴まで精を出し切ったあと、貴幸は困った顔をして微笑んだ。

「千尋すごいな。めちゃくちゃ気持ちいいよ。想像していたのと百倍くらい違う」

「ど、どんな想像をしていたのよ」

　顔を赤らめて尋ねると、貴幸は軽く笑って千尋の唇にキスをした。

「そりゃ、数え切れないくらい想像したよ。思春期の男なんて、ソレしか考えてないくらいだからね。何度も何度も、俺は想像の中で君を犯したよ」

　ふふ、と低い声で笑う。貴幸は千尋の体を抱きしめたまま身を起こした。

　未だ性器は繋がったまま、千尋は貴幸の腰にまたがって座るような体勢になる。

「想像の中の千尋は可愛くあんあんって声を出して俺に犯されていた。俺のことが好きだって言いながら気持ちよさそうに目を潤ませて、俺はそんな君にいつも興奮して……」

　内緒話をするように耳元で囁くのは、顔から火を噴きそうなほどの恥ずかしい言葉。

「あれ？　俺の恥ずかしい過去を暴露しただけなのに、なぜか千尋のナカがきゅって俺のモノを締め上げてきたよ。もしかして千尋も同じような情景を想像した？」

「う……あ……」

　照れが極まって、千尋は貴幸の胸に額を擦りつけて顔を隠す。くすくすと楽しそうに貴幸が笑った。

「想像の中でもリアルでも、千尋は可愛いな」

　千尋の耳を指でなぞり、耳朶に舌を挿し込んだ。ちろちろと舐められて、千尋はびくびくと体を震わせる。

「下からも突いてあげよう。我慢しないで感じていいからな」

　貴幸は千尋の片膝をぐいと持ち上げた。そして腰を浮かせるように、勢いよく下から突き上げる。

「ああっ！」

　先ほどよりも更に深いところを突かれて、千尋は高い声を上げた。

「千尋は下から突かれるのと上から突かれるの、どっちが好きなんだ？」

「んっ、あ、わかんなっ……」

　上下に揺さぶられる千尋は息も絶え絶えに首を横に振る。

「どっちも同じくらい気持ちよさそうだな。セックスの相性はぴったりみたいで、俺も嬉しいよ」

　ふふと笑った貴幸は腰を突き上げるスピードを更に上げた。

　性器の結合部では、彼の精液と千尋の愛液が混じり合い、じゅぷじゅぷとはしたない音を立てて泡立っている。

「あっ、ンっ、やだ、気持ちよくて、変になる、たかゆきくん……」

　千尋が助けを求めるように彼の名を呼ぶと、貴幸は優しく目を細めて、千尋の濡れた唇に口づけた。

　そして唇を重ねたまま腰を突き上げて、激しい抽挿を続ける。

「この体勢だと、いろんなところも愛撫できるんだ」

　そう言いながら、貴幸は千尋の秘芽を親指でぐりりと擦った。

「ひゃ、ああンっ！」

「君のナカがいっそう強く締まったな。ここはどうかな？」

　きゅっと乳首を抓る。

「んっ、ンンッ！」

「ここも好きみたいだな」

　くすくすと楽しそうに笑う。

「次は千尋がイくまでじっくり突いてあげよう。俺がコレで奥を突くたびに千尋のナカが強く締まるから、気持ちよすぎて狂いそうだけどね」

　はあ、と息を吐いた貴幸は、耳元で甘やかに囁く。

「……俺のこと、好きすぎるだろ」

「～～っ！」

　腹の奥にずんとくるような低い声に、千尋はたまらなくなる。

　力任せにぎゅっと貴幸を抱きしめた。

「ずっと好き……だったもの。だめ、なの？」

「そんなわけない。俺も好きだったよ」

　彼の杭がぐりぐりと膣内の最奥を擦り上げる。

「学生の頃から我慢していた。この時をずっと待っていた。君は俺のもの。ああ──やっと俺のものにできる」

　貴幸が嬉しそうに微笑み、千尋はいっそう彼を抱きしめた。

　それは自分だって同じだからだ。

　恋をして、夢を見て、現実を知って諦めた。でも求婚しなくてはいけなかったから勇気を出して……そして、結ばれた。

　今というこの瞬間が奇跡にも思える。

「あっ、あっ、ああ、ンっ」

　貴幸に激しく突かれ、腹の奥が疼く。きゅんとした気持ちが、いっそう彼のものを締め付ける。

　まるで欲しがっているみたいに、貪欲に搾り取ろうとしている。

「はっ、あ、たかゆき、くん、好きぃ……っ」

　びくびくと体が震えた。ちかちかと目の前で火花が散って、頭の中がキンと光る。

「上手にイケたな」

　貴幸が微笑み、ご褒美と言わんばかりに千尋に口づける。

「ん、ん……あむ」

　何度も唇を奪い合い、舌を絡め合う。キスを続けながら貴幸は抽挿を進めた。じゅぷじゅぷと絶え間なく水音が響く。

　きゅっと乳首を摘ままれて、ぐりぐりと擦られて。

　それでもなお、抽挿は止まらない。

「ふ、ァ……っ、いや、また来ちゃう！」

「ああ、わかるよ。だって千尋のナカがめちゃくちゃ締め付けているからな」

　笑い混じりに貴幸が言う。

「だからもっと可愛がってあげる。もっと愛してあげるよ」

　体のあらゆる場所を愛撫しながら、ゴツゴツと下から激しく突き上げた。

　千尋の体が上下に揺さぶられ、乳房も揺れる。

　冬だというのに汗が飛び散り、太陽の光に反射してきらきらと光った。

「ああ、いや、貴幸くん……！」

「千尋……っ！」

　最後は同時だった。お互いにきつく抱きしめ合って、体が強張る。

　まるで噴水のように性器の先端から精が迸って、彼を受け入れるように口を開けた子宮口に勢いよく注がれる。

「ふふ……」

　吐精の快感にうっとりと恍惚の笑みを浮かべた貴幸は、そっと千尋の腹に手を当てた。

「二回もナカで出したから、お腹の中がたぷたぷになっていそうだな」

「ん……。これって、赤ちゃんができるかもって……ことだよね？」

　くたりと貴幸の体にしなだれかかった千尋がぼんやりと言う。

　……何だろう。なんだか、とんでもないことをしてしまった気がする。

「そうだよ」

　貴幸が耳元で囁いた。

「君の子宮が受精して、うまく着床したら妊娠するんだ。そうしたら、俺との子供ができる」

　甘く囁いて、彼はぎゅっと千尋を抱きしめた。

「幸せすぎて頭がおかしくなりそうだよ」

「貴幸くん……」

　千尋の心の中で、幸せという気持ちが大きく花開く。彼に応えるように、その広い背中を抱きしめた。

「うん。……私も、嬉しい」

「よかった。俺は子供が好きだから、たくさん作りたいんだ。だから──」

　ちろ、と耳朶を舐めてきて、千尋はぴくっと体を震わせる。

「何度だって孕ませてやるからな。……千尋も、嬉しいだろ？」

　耳元で低く囁かれ、千尋の下腹が──彼の精をたっぷり呑み込んだ子宮が、再びきゅんと疼く。

「うん、嬉しい」

　素直な気持ちを口にすると、貴幸は幸せでたまらないといった顔をして、千尋の唇に深く口づけた。







第三章 用意周到の恋模様








　北條貴幸が大学卒業と共に会社を立ち上げて、二年経った頃。

　季節は春うららの三月。彼に寝耳に水の話が入ってきた。

「え。兄さん、父さんの会社を継がないのか？」

　その日は久しぶりに家族が全員揃ったので、外食に出かけていた。父が贔屓にしている料亭の個室で、貴幸は驚きに目を丸くする。

「ああ。以前から思っていたけど、やっぱり俺は篠光芒の業種が合わない。『モノ作り』という部分は同じだが、目指したいところがまったく違うんだよな」

　兄、幸ゆき良よしは個人で会社を経営している。その業種は情報サービス業。いわゆるゲーム制作会社である。

　世界的に人気のあるヒット作をいくつも生み出しており、大手の老舗ゲーム会社からも引っ張りだこになっているベンチャー企業だ。

　ゲームクリエイターと、ＩＴ企業の社長。確かに、仕事内容も目指すところもまったく違う。

「幸良と何度か話し合っていたんだが、もう何年も平行線を辿るばかりでな。幸良に継がせるのは諦めることにした」

　冷酒の入ったグラスを口に傾けた父がため息交じりに言う。

　すると、幸良の隣に座っていた彼の弟──つまり貴幸の兄である次男、景かげ幸よしが口を開く。

「じゃあ、会社はどうするんだ？」

「…………」

　父は難しい顔をして黙り込んだ。ちなみに景幸の職業はシンガーソングライターであり、すでに全国デビューも果たしている。とある音楽雑誌では、実力派のイケメンシンガーとして持て囃されていた。基本的に外国と日本を行ったり来たりしているので、三人兄弟の中では最も多忙な人物である。

「貴幸。お前に会社を継いでもらうつもりだ」

　名前を呼ばれた貴幸は、鼻でため息をつくと、軽く酒を飲んだ。

　兄が会社を継がないと聞いた時点で、そうなるだろうと思っていた。でも、いざ口に出して言われると、いきなり背負わされた重責に肩が重く感じる。

「ごめん、貴幸。会社立ち上げたばかりなのに、こんなこと言ってさ」

「いや、別にいいよ。こういう話にタイミングは関係ないだろう。それに元から父さんは、俺か兄貴に会社を継がせるって言っていたしな」

　ふ、と笑って言うと、父が「そうだな」と頷く。

「景幸は幼少時から音楽の道に行くだろうと思っていたから除外していたが、幸良は昔からリーダーシップ能力に長けていたし、貴幸は三人の中で一番真面目で、何をやらせても優秀な成績を残していたからな」

　そう言って、父はグラスをコンとテーブルに置く。

「だから貴幸。私はお前にすべてを託す。いいな」

　有無を言わせぬ迫力で、父はまっすぐに貴幸を見た。

　心のどこかで覚悟していたことだ。兄に何かあった時は、自分が役割を果たすのだと。

「……ふたつ、条件がある」

　貴幸は静かに言った。

「ひとつは、社長職を継ぐ時期についてだ。俺は今の会社を大きく成長させたいと思っているから、父さんの跡を継ぐのはもっと先の話になる。それでも構わないか？」

「もちろんだ。私だって、今すぐ引退するつもりはないからな」

　父が軽く笑った。貴幸は満足そうに頷く。

「もうひとつ。俺の結婚についてだ。これは俺の好きにさせてもらう。誰の指図も受けるつもりはない。生まれも育ちも関係なく、俺が愛した女性と結婚する」

　真剣な表情で言った。もちろん、頭の中で思い浮かべている女性はひとりだけだ。

　父は「ああ」と頷いた。

「貴幸の人生だ。仕事以外は、好きにするといい」

「ありがとう」

　貴幸は礼を口にして、献杯するように酒の入ったグラスを掲げた。

　こうして彼は、篠光芒株式会社の社長を継ぐことが決まったのである。




　裕福な家で、祝福と共に生まれた貴幸は、幼い頃から苦労を知らなかった。

　何でもそつなくこなせて、礼儀も正しく、誰からも慕われる。

　なまじ優秀だったせいで、父からも兄からも期待されてしまい、時にその重すぎるプレッシャーに晒されて重荷を感じていたが、それでも貴幸はうまくやっていた。

　人生の歯車に少しのズレが生じたのは、小等部の高学年の頃。

　篠光芒株式会社は父が一代で築き上げた会社である。つまり、歴史が浅いのだ。そのためか、財閥系や老舗企業の御曹司たちから妬みと嫉みを一身に受けた。

　もちろん、彼をやっかむのはあくまで一部であり、学友の殆どが貴幸の味方である。

　でも、味方といってもそれは親友ではない。

　単に、成功者にあやかりたいだけ。あわよくば、甘い汁をすすりたいだけ。本当の意味での味方ではなく、貴幸の背後にあるものが魅力的だから味方になっているだけの取り巻きなのだ。

　常にスクールカーストの上位に立っていても、陰湿な嫌がらせが多い。だが、取り巻きは貴幸を持て囃すだけで、助けてはくれない。

　そういうやつらなのだと、貴幸はようやく気付いた。彼らは面倒臭いことや、トラブルに巻き込まれそうなことは決してやらないのだ。自分に不利になるようなことをしないのが、彼らの処世術なのだろう。

　貴幸は孤独だった。周りにたくさん人はいたが、彼らは報酬がなければ何ひとつ貴幸のために動いてくれない。

　そんな中、たったひとりだけ、貴幸の味方をしてくれた人がいた。

　それが南部千尋。貴幸のふたつ下の下級生だった。

　彼女は幼稚舎の頃から知っている。元華族の血を持っているが、父親の会社が倒産したせいで没落してしまった憐れな元令嬢。彼女は悪い意味で有名だった。

　そう、身の丈に合わない学校を選んでしまった、身の程知らずの学生として。

　ある日、一部の学生から嫌がらせを受けて、貴幸のペンケースが行方不明になってしまったことがあった。

　買い直せばいい話だが、あのペンケースには母の形見を入れていたため、貴幸は放課後にひとりで校内を探していた。

　千尋はそんな貴幸のところにふらりと現れて、すすで汚れたペンケースを渡してきたのだ。

『これは、どこで見つけたんだ？』

『焼却炉に突っ込まれてました。火が付く前でよかったですね』

　彼女はそう言って、ふっと微笑んだ。よく見ると、彼女の上履きと制服がすすで汚れていた。

『君は、もしかして……制服……が』

　まさか貴幸のペンケースのように、彼女は制服や上履きが焼却炉に？

　思わず顔をしかめると、千尋は軽く肩をすくめた。

『いつものことですから』

　そう言って、彼女は立ち去ろうとした。

『ま、待って！』

　慌てて彼女の背中に声をかける。千尋は足を止めた。

『お礼がしたいんだ。何か欲しいものはある？　何でも用意してあげるよ』

　貴幸は取り巻きに手伝いをお願いする時、いつもお礼に品物を渡していた。彼らは見返りがないと何も助けてくれないからだ。

　いや、取り巻きだけではないのだろう。人は報酬がなければ働かない。会社員がボランティアではないように。

　だが千尋は不快そうに眉をひそめた。

『物なんかいらないです。別に困ってないし』

　ぷい、とそっぽを向く。

『……そうなのか？　何も欲しいものがないのか』

　そんな人は初めてだった。貴幸が戸惑っていると、千尋は困った顔をして俯く。

『私が欲しい……のは』

　彼女はもじもじとスカートの裾を掴む。その様子が可愛らしくて、貴幸は食い入るように千尋を見つめる。

『な、何でもないですっ！』

　顔を真っ赤にして早口で言うと、彼女は早歩きで去っていった。

　残された貴幸は、ぼうっと彼女の後ろ姿を見つめる。

　──南部千尋。

　その日、貴幸は初めて彼女に心を動かされた。




　一度意識してしまうと、千尋への興味が止まらなくなってしまい、貴幸は彼女について調べようとした。

　しかし、彼女に関する情報は、自ら進んで調べなくてもすぐに詳細がわかった。なぜなら、周りがいつも彼女の陰口をたたいているからだ。

　落ちぶれた元華族の娘。会社を倒産させた父親はプライドが高く、再就職した親戚の会社で仕事もせずに放蕩三昧らしい。母親は良家の出身で、今は実家から金の無心をしているという噂だ。

　そして千尋は当然のようにスクールカーストの底辺にいた。幼稚舎の頃からいじめの対象になっていて、常に悪意に晒されていた。

　しかし千尋は一度も学校は休まず、いじめにも真っ向から立ち向かっていた。

　まがりなりにも、由緒正しい名門校である。表立った暴力騒ぎがあれば教師が飛んでくるし、その場合、罰せられるのは加害者側だ。千尋にとって救いだったのは、この名門校が寄付金次第で悪行をもみ消すような下衆な学校ではなく、品行方正を謳った厳格な学校であったことだろう。

　でも、だからこそなのか。いじめはより陰湿に、そして秘密裏に行われていた。教師が気付かないところで千尋は常にいじめられていたし、その悪意は別の形で貴幸にも降りかかっていた。

　……千尋のすごいところは、自分がいじめられているのにもかかわらず、貴幸を助けてくれることだった。

　いつも、自分が困っている時にどこからともなく現れて、貴幸に手を差し伸べてくれていた。

　彼女はいつも他人との間に壁を作っていたから、友達のように話すことはなかったけれど、いつしか貴幸は自分も千尋を守りたいと思うようになった。そして、傍にいてほしいと望むようになった。

　しかし、それを口にすることはできなかった。

　貴幸と千尋は先輩後輩という関係で、しかも片方はスクールカーストの最上位で、もう片方は最下位である。ふたりの立場はあまりに違っていた。彼が千尋に『仲良くしたい』なんて話しかけたら彼女はたちまち妬みの対象になり、今以上の嫌がらせに遭うことは想像に易くない。

　もどかしくて、周りの人間に苛立った。物で釣らなければ動かない取り巻きなんていらないし、自分には千尋だけが欲しかった。でも、すべての悪意から千尋を守ることは、その時の貴幸にはできなくて……自分の無力さに腹が立った。

　せめてと思って、千尋への嫌がらせを減らす努力をした。千尋の名を出さない形で、子供じみた嫌がらせをやめるよう忠言したことも何度かある。

　地道な努力が実を結んだのか、彼女のいじめは前よりは減ったように感じた。

　しかし、どうしてもそれ以上が踏み出せない。どうして話しかけることも許されないのだろう。……中等部を卒業したら。彼女が高等部に入ったら、何かが変わってくれるだろうか。

　──淡い貴幸の期待は見事に裏切られた。

　千尋が高等部に入ると、彼女は違う意味で更に悪意ある嫌がらせを受けるようになったのである。

　人は成長すると、性別の差が出てくるものだ。

　千尋は高等部に入った頃にはすっかり女性らしくなっていて、豊満な胸は悪目立ちしてしまい、性の対象として見られるようになってしまった。

　……つまり、私物を隠されるような単なる嫌がらせだけではなく、性的な嫌がらせも増えたのだ。

　貴幸はありとあらゆる悪意から千尋を守った。生徒会長に就任して、学生の倫理を厳しく管理し、徹底的に風紀を守らせた。

　それでもタチの悪い学生は存在している。特に貴幸を敵視する財閥系の御曹司は問題児が多かった。

　それならばと、千尋に危険が及びそうになった時は手段を選ばず制裁した。中には裏で手を回して退学に追い込んだ生徒すらいる。

『……どうして、そこまでしてくれるんですか？』

　ある時、千尋が体育館の倉庫に閉じ込められてしまった事件があった。彼女を監禁して乱暴するつもりだった複数の生徒は、すでに自宅待機という名の停学処分にしてある。

　一生徒にできる処分ではない。教師と校長、そして理事長を巻き込んで、名門校に傷をつけないよう、あくまで内密に処理させたのだ。

　しかし千尋はどうして自分が貴幸に助けられるのかわからず、そんなことを聞いてきた。

『君だって俺を助けてくれただろう』

『あれはその……別に親切心ってわけじゃないです。裏心があったからです』

　裏心。つまり彼女は何か目的があって千尋を助けたということか。

『でも、君は俺から何も欲しがらないよね？』

『ものが欲しいんじゃないんです。私はただ……その』

　千尋は俯き、自分の腕をぎゅっと掴んだ。彼女の豊満な胸が押し出されて、思わず目を奪われそうになり──慌てて目をそらす。

『も、もう少し、お話ができるような関係に、なれたらなって』

　──可愛い。

　顔を赤らめて、ささやかな望みを呟く千尋がいじらしくて、気が遠くなる。

『じゃあせめて、敬語をやめてみたらどう？』

『え、さすがにそれは。だって先輩ですし』

『お話するような関係になりたいのなら、まずはその敬語の壁を取り払わないと』

　貴幸は自分の汚らしい情欲を心の奥に隠して、にこっと微笑んでみせる。

　すると千尋は安堵したような、ほわりとした笑顔を見せた。

　──どうしよう、すごく可愛い。

　こんなじれったい関係なんかすっ飛ばして、今すぐ付き合いたい。恋人にしたい。

　でもいきなり距離を縮めたら千尋は怖がるかもしれない。

　貴幸は焦れながらもあくまで紳士的に、段階を踏んで彼女に近付こうと思った。

　千尋は最初は遠慮がちだったが、だんだんと打ち解けてくれて、貴幸のことを『貴幸くん』と呼び、敬語をやめて話してくれた。

　このまま密やかに関係を続けていけば、彼女と会う機会さえ失わなければ、きっともっと深い関係になれるはず。……貴幸はそう思っていた。

　しかし、世の中そううまくいかないのが現実である。

　しばらくの間は順調だった。貴幸と千尋は互いに時間を作っては誰にもばれないように待ち合わせをして、他愛のないお喋りに興じたり、勉強会を開いたりしていた。

　でも、貴幸が高校を卒業して大学に入ってから、少しずつ歯車がずれ始める。

　大学の敷地は広く、選んだ専攻によってはまったく顔を合わせないこともあるほどだった。

　貴幸と千尋はまさしくそんな関係になってしまって、ふたりは顔を合わせる機会がまったくと言っていいほどなくなってしまった。

　高校まで校則の厳しい全寮制の学校であったため、スマートフォンなどの通信機器を持つことは禁じられていたから、連絡先も交換し損ねている。

　焦った貴幸は、告白を決意した。

　彼女の大学卒業の日に合わせて、お祝いと共に思いを伝えようと。

　しかし、当時立ち上げたばかりの会社を軌道に乗せるのに手こずったことと、同時に篠光芒株式会社を継ぐ話が舞い込んで以前よりも勉強に打ち込まなければならなくなったことで、貴幸は千尋の大学卒業の日に大学へ行くことができなかった。

　そして、必死に彼女の行方を捜していた頃──年末のレセプションパーティーで、千尋の姿を見つけたのである。

　あのパーティーで彼女を見た時、どれだけ嬉しかったか。

　貴幸はすぐにでも彼女の元に行こうとした。

　しかし、そこでも邪魔な取り巻きに足を引っ張られる。

『あんなみじめな女に近付いたらだめですよ、貴幸さん』

『どうせ玉の輿目当てで男漁りに来てるんだよ。ああいうのは相手にしないのが一番だ』

　将来、ものごとを円滑に進めるため、貴幸は人当たりのよい紳士的な人間を演じている。忠告する彼らを押しのけて強引に彼女に近付くことはできなかった。

　なかなか距離が縮まらないことに焦り、苛立った。焦れる気持ちを紛れさせるため、貴幸は人を雇って千尋を調査し始めた。

　そして高校の頃と同じように千尋を守ろうと考えて、彼女に近付く男は裏から手を回して排除した。

　……心のどこかでわかっていた。千尋はもう立派な成人女性で、貴幸の庇護は必要ない。そもそも千尋は自分の意志をしっかり持っていて、陰湿ないじめにも屈しないほどの強い心を持つ人だった。

　彼女にとって、自分は必要のない人間なのだ。大人になった千尋は自由に生きるべきである。あんなにも学校で苦労したのだから、これからは好きなことをして、誰かと恋に落ちて、好きになった男と結婚するのが正しい在り方だ──。

　でも、そう考えると心が張り裂けそうになった。胸が痛くて、死んでしまいそうになった。

　だから貴幸は粛々と千尋に近付く男を遠ざけたのだ。

　──彼女と距離を詰める手立てを未だ見つけられていないのにもかかわらず、彼女が見知らぬ男と出会うチャンスをひとつひとつ潰して回った。

　それがどんなに罪深い行為だとわかっていても、止められなかった。

　偶然を装って会いに行こうか。それとも先に外堀を埋めていこうか。

　嫌われたくない。失敗したくない。だから慎重に考えながら、千尋の動きを監視して、気付かれないように彼女の自由を奪っていた。

　なんてエゴイストだろう。自分のことしか考えてない。彼女の都合をひとつも考慮していない。でもこれが本当の北條貴幸だった。

　真面目で優秀。人当たりがよくて、誰に対しても柔和な態度で紳士的な男。

　そんなのは表向きのハリボテだった。

　本当は誰よりも自分本位で、我が儘で、自分が幸せになりたい。

　南部千尋。彼女を自分のものにしたい。傍にいて、笑顔を見せてほしい。

　そんな望みを持ちながら、無意味に五年が過ぎて──。

　やっと転機が訪れた。パーティーで千尋に近付く不埒な男。彼女を愚弄した口は縫い付けたくなったし、触れた腕は折りたくなるほど腹が立ったが、貴幸は彼をダシにする形で千尋に近付くことができた。

　タチの悪い男に襲われそうになった彼女は酷く怯えていて、まずは別室で気持ちを落ち着かせよう。そして、様子を窺う形で彼女に近付き、思い出話に花を咲かせながら一気に距離を詰めよう。

　──そう、考えていたら。

『私は、貴幸くんと結婚したいの！　だから貴幸くん、私と結婚してください！』

　千尋が頬を赤らめて、前代未聞の求婚をしたのだ。

　貴幸はさすがに驚いたが、まさに福音だった。

　一も二もなく頷いて、早々にパーティーを退席し、彼女を自宅に連れて帰る。

　この時、自分らしさなど顧みず焦っていたのだ。貴幸はこの奇跡のような出来事をうやむやにしたくなかった。絶対に、冗談で済ませるつもりはない。確実な既成事実を作って、彼女の心と体を自分のものにしなければならない。

　貴幸は口八丁で説き伏せて、千尋を抱いた。

　……その抱き心地は、まさに夢のようだった。心が満たされるとはこういうことなのかと。たまらないほどの多幸感に舞い上がって、最後は貪るように彼女を求めた。

　もう絶対に手放さない。彼女は一生自分のもの。

　貴幸はそう心に決めて、大切な宝物を仕舞うように彼女を抱きしめた。




　南部千尋と結婚する。それがどういう意味なのか、貴幸はよくわかっていた。

　彼女が『問題』を素直に口にしたのは、内心笑ってしまったけれど。

　千尋は昔と全然変わっていなかったのだ。陰湿ないじめに真っ向から立ち向かっていた彼女らしいまっすぐさは未だ健在だった。

　あのパーティーで、誰もが驚くような直球の求婚をしたのには、理由がある。

　彼女は両親から、貴幸に近付くよう命令されていたのだ。

　たとえ身の丈に合っていないと陰口をたたかれても、幼稚舎からあの名門校に入り、俺に近付くチャンスを窺っていたと彼女は言っていた。

　貴幸が嫌がらせに遭って困っていた時、ふらりと彼女が現れたのはそういうことなのだ。

　もちろん、それだけではない。

　彼女は元々、困っている人に手を差し伸べずにはいられない人だということを、貴幸は知っていた。その証拠に、彼女と同じような境遇で、一部の生徒にいじめられている者が何人かいたが、絶対に見て見ぬふりをしなかったのだ。

　貴幸と同じように助けて、目の敵にされて、いじめのターゲットが千尋に切り替わっても、誰かを恨むこともしなかった。たとえ助けられた生徒が、これ幸いと千尋から距離を取ったとしてもだ。

　千尋ははじめからそういう女性なのである。

　……だからこそ貴幸は、こんなにも執着してしまったわけだが。

　彼女の親が、無理を通して娘をあの学校に入学させた理由について、貴幸には心当たりがあった。

　実は、彼女の父が経営していた老舗企業は、篠光芒が原因で経営が破綻したのだ。実際には向こうの経営陣が判断を間違えて、篠光芒憎しと暴走した挙げ句の自爆だったのだが。

　娘を利用した復讐か、それとも単に金の無心をするつもりなのか。

　明確な意図はまだわからないが、千尋の裏には何かを企む両親がいるのは間違いなかった。

　しかしそれでも、貴幸は千尋の求婚を喜んで受け入れた。

　裏で誰が画策しようと関係ない。ずっと求めていた千尋が傍に来てくれたのなら、他に欲しいものはないのだ。彼女の両親がどんなに千尋を利用しようとも守る。

　こそこそと裏から手を回すのではなく、堂々と彼女の盾となれるのが嬉しかった。

　そう、千尋を愛する夫として妻を守る。貴幸は密かに心の中で決意した。




　積年の想いをぶつけるように、貴幸が千尋を抱き潰した日の夜。

　彼はさっそく、父と兄たちに報告した。千尋も今頃は両親に貴幸と結ばれたことを話しているだろう。

　父親は、特に反対しなかった。

『貴幸の結婚に口を挟むつもりはない。ただ、一言だけ口にするとしたら、本当に旨味がひとつもない、むしろデメリットすらあるナンセンスな結婚だと言わざるを得ないが』

　少し難しい顔をしてそう言っていたのは、千尋の背後にいる両親のことを指しているのだろう。

　結婚は、愛する人と共に人生を歩む契約だ。貴幸はその結婚で利益を得ようとは思っていない。

　ちなみに兄たちといえば……。

　当然のように会いたがった。それはもう、毎日スマートフォンにメッセージをよこしてきて、だいぶ辟易するほどだった。

　しかし、いずれは顔を合わせることになる。それなら、時期が早くても構わないだろう。

　そう思った貴幸は、日を改めて千尋を兄たちに会わせることにした。




　二月の祝日、時間は正午に差し掛かった頃。

　貴幸が住むマンションに、兄たちがやってきた。

「結婚おめでとう～！」

　明るい声でドアを開け、パーンとクラッカーまで鳴らしてきた。……この兄たちは、とにかくお祭り好きで騒ぐのが大好きなのである。

　クラッカーを鳴らされるとは思っていなかったのか、貴幸の隣に立っている千尋が心底びっくりしたみたいに目を丸くしていた。素直な反応は、とても可愛いと思う。

「わあ、君が千尋ちゃん？　すごく可愛いね～！　あ、俺は長男の幸良だよ。よろしくね」

　クラッカー片手に近付いてきて、幸良が千尋と握手をした。彼女は戸惑いながらも幸良の手を握って、笑顔を見せる。

「は、はい。よろしくお願いします」

「ところで千尋ちゃん、君ってゲームはやる？」

「ゲームですか？　いえ……」

　千尋が困った顔で答えた。幼い頃から厳しく育てられていた彼女は、そういう遊びが許されなかったのだろう。

「なんと勿体ない！　じゃあこれからやってみるといいよ。手始めに、このゲームなんてどうかな。推理するゲームなんだけど、君が探偵役をやって……」

「ああもう、自作のゲームをごり押しする前に、僕にも挨拶させてよ！」

　いきなりゲームを薦め始めた幸良の体を押しのけて、景幸が前に出る。

「はじめまして、千尋ちゃん。僕は景幸だよ。結婚おめでとう！　これ、新作のアルバムなんだ。よかったら聴いてもらえるかな？」

「お前も堂々と自分のアルバム薦めてるじゃないか！」

　幸良がびしっと景幸につっこみを入れる。千尋はふたりのやりとりを見て、楽しそうに笑った。

「すごく楽しそうなお兄さんたちなのね」

「どこまでも我が道を行く人たちなんだ」

　貴幸は軽いため息をついた。兄たちはテイクアウトで購入した惣菜やケーキをどんどんテーブルに並べていく。

「お昼まだでしょ？　皆で食べよう！」

　あっという間に、テーブルの上が食べ物だらけになった。

　生春巻き、煮こごり、鶏の唐揚げ、エビチリ、マカロン、チリコンカン、巻き寿司。

「内容が、節操なさすぎだろ……」

　貴幸が頭痛を覚えたように額を手で押さえた。

「デパ地下のデリカが美味しいって聞いたんだよね。だから手当たり次第買ってみたんだ」

　幸良がニコニコした笑顔で言う。

「とても、美味しそうです」

　千尋はそう言うものの、恥ずかしそうに俯いた。

「どうしたんだ？」

　貴幸が尋ねると、千尋は困った顔でもじもじし始める。

「ええと、こういう場所ではその、たくさん食べるのはお行儀が悪いでしょ。だから、せっかく美味しそうなのに勿体ないなって思って」

　千尋がそう言った瞬間、彼女のお腹から『ぐー』と聞こえる。

「もしかして千尋、すごくお腹が減ってるのか？」

　尋ねると、彼女はとても恥ずかしそうにしながらこくんと頷いた。

　貴幸は、千尋が可愛すぎて気が遠くなる。空腹でたくさん食べたい気持ちはあるが、淑女は小食であるべきだと教育されているのだろう。

　でも、美味しそうな料理を前にして思わず腹が反応してしまった、というところだろうか。

「うわあ、千尋ちゃんって本当に可愛いね」

　景幸がニコニコして言う。

「貴幸と結婚したら君は俺たちの義兄になるんだし、遠慮する必要はないよ」

「そうそう、家族になるんだからね」

　幸良が椅子を引いて、景幸が千尋の手を引いて座らせる。

「せっかく買ってきたんだ。いっぱい食べよう？　貴幸、ワインワイン！」

「ああもう、兄さんたちは本当に騒がしいな」

　貴幸は呆れた顔をしながら、キッチンに入ってワインクーラーを開ける。

　慣れた手つきでコルクを抜くと、盆にワイングラスを四つ載せて、テーブルに戻った。

「さすが、いいやつを持ってるなあ」

　赤ワインのラベルを見た幸良が羨ましそうな顔をして言った。

　確かに、これは高級と分類されるヴィンテージワインである。だが値段は関係ない。単に貴幸が酒の中ではワインを好んでいるだけなのだ。

「兄さんは、どちらかといえば日本酒に拘ってるだろ。日本酒だっていいやつがいくらでもあるじゃないか」

「あるよ～。最近、贔屓にしていた酒蔵が倒産の危機に遭っちゃってね。めちゃめちゃ悲しかったから、蔵元と話し合って当面の資金を俺のポケットマネーから出すことにしたんだ～」

「相変わらず、やることのスケールが大きいねえ」

　景幸があははと笑う。ワインを注いだ貴幸はうさんくさそうにチラと横目で幸良を見た。

「本当だよな。ゲーム会社ってそんなに儲かるのか？」

「作ってるのはゲームだけじゃないしな～」

「犯罪行為だけはだめだからね？」

「酷い！　景幸は俺のことを何だと思ってるんだ！」

　幸良がさめざめと泣き真似をする。

「ふふっ」

　すると、黙って話を聞いていた千尋が笑い出した。

「ごめん。変な兄ばっかりで」

　思わず謝ると、千尋は慌てて「ううん」と手を横に振る。

「仲のいい兄弟だなって思ったの。私はひとりっ子だったから、兄弟がいるのって羨ましいわ」

　寂しそうに微笑む千尋に、貴幸の心がきゅんと切なくなる。

（ああ、今すぐ抱きしめたい……）

　そう思ったのもつかの間、騒がしい兄ふたりがすぐさま千尋の傍に移動した。

「それなら、今から俺は千尋ちゃんの兄だよ。さあ、幸良お兄さんと呼びなさい」

「僕のことも、景幸兄さんって呼んでほしいな。僕はね、ずっと妹が欲しかったんだ」

　ニコニコ笑顔で、幸良と景幸はそれぞれ千尋の手を握った。

「えっと……」

　千尋が戸惑った顔をして、助けを求めるように貴幸を見上げる。

（その上目遣い、危険なほど可愛いって千尋は自覚しているのかな）

　早く騒がしい兄たちを追い出してイチャイチャしたい気持ちを必死に抑え込みつつ、貴幸は余裕たっぷりの笑顔を見せた。

「いいんじゃないか。どうせ結婚したら、嫌でもそう呼ぶことになるんだし」

　そう言うと、千尋はほっとしたような笑顔になった。

「そ、そうよね。じゃあ……改めて、これからよろしくお願いします。幸良お兄さん、景幸お兄さん」

　ふたりに手を繋がれながら、千尋はぺこりと頭を下げる。

「こちらこそだよ！　さあ乾杯しよう。貴幸のとっておきワインで！」

「一言多いんだよ、まったく」

　貴幸はジト目になりつつ、ワインを掲げた。三人もワイングラスを持ち上げて、かちんと乾杯する。

「あー、美味しい。さすがヴィンテージワインだね。一口飲んだだけなのに、口の中が芳醇な香りでいっぱいになったよ」

「景幸兄さんの『一口』は、ワインを一気飲みすることなのか？　もう少し味わって飲めよ！」

「すっごく味わったよ～。ただワインってほら、ジュースみたいなものじゃない」

「底なしめ……」

　完全にワインのチョイスを間違えてしまったと貴幸は後悔した。この兄には、そのへんのスーパーで売っている安いワインで充分だ。次にとっておきのワインを購入したら、千尋とふたりきりで飲もうと心に決める。

「千尋ちゃん、何が食べたい？　俺がお皿に取り分けてあげるよ」

　いつの間にか、幸良が皿を手に取って千尋に話しかけている。貴幸は慌ててふたりの間に割って入った。

「そういう世話はしなくていい。千尋が食べたいのは、俺が取り分ける」

「そんな独占欲剥き出しにしなくてもいいじゃないか。どうせ俺たちが帰ったあと、イチャイチャするんだろうし」

「イチャイチャするが、それとこれとは話が別だ。千尋が俺たちの家族になるのは決定しているが、だからといって千尋に触れていいわけじゃない。できれば半径二メートル以内には近付かないでくれ」

「さすがにそれは無理じゃない？」

　景幸が困り顔で笑う。

「そうだよ～。千尋ちゃんだって俺たちと仲良くなりたいもんね～？」

　同意を求めるように千尋に尋ねる。

「は、はい。……その、私でよければ……ですけど」

　千尋は申し訳なさそうに言った。

　一瞬、幸良と景幸の表情が真面目なものになる。そしてもちろん、貴幸の表情も。

　彼女の十代は、ひたすらに周囲の人間から虐げられるものだった。

　両親に厳しく育てられた上、全寮制の学校に入学してからは常にスクールカーストの底辺に位置し、常に悪意に晒されてきた。

　貴幸はそんな千尋を守ろうとしたけれど、あの頃はすべてから守り切ることはできなくて、己の無力さに腹が立った。

　あんな日々を送っていたら、普通の人間ならとっくの昔に潰れている。もしくは、憎悪を膨らませて卑屈な人間になっているだろう。

　でも、千尋はそうならなかった。自分の生い立ちに後ろめたさは持っているが、堂々と悪意に立ち向かい、嫌がらせにも屈しない強さを持っている。

　貴幸は彼女のそういう生き方に惹かれたのだ。

　しかし、どれほど千尋の心が確かに強くとも、決して壊れないわけではない。本当は寂しさも辛さも感じているが、その気持ちを隠して懸命に胸を張っているだけなのだ。

　それがわかっているから、貴幸は今度こそ彼女を守りたいと思っている。あらゆる悪意から千尋を守って、そして幸せになるのだと。

「……当たり前だよ、千尋ちゃん」

　幸良が優しく彼女に声をかける。

「君が今まで苦労してきたことは知っている。だから、これからは幸せに生きよう。少なくとも俺と景幸、もちろん貴幸は、千尋ちゃんの味方だよ」

「…………」

　千尋は、目を大きく見開いた。

「そうだよ。千尋ちゃんは安心して貴幸の傍で幸せになったらいいんだ。自由に、誰の指図も受けずにね。そうだろ？　貴幸」

　ふいに景幸が貴幸に顔を向けた。貴幸は黙って頷く。

「当然だ。千尋、俺は一生をかけて君を守る。……だからもう、そんな顔をしなくていい。我慢もしなくていいんだよ」

　貴幸は千尋の頭を優しく撫でた。

　すると彼女の目からぽろりと水滴が落ちる。

「あ……」

　それが涙だと気付いた千尋は、慌てて顔を伏せた。

「ごめんなさい。楽しい席なのに」

　涙が止まらないのか、千尋は何度も目を擦る。

「千尋。我慢するなと言っただろう。泣きたいなら、泣いていいんだ」

　貴幸は千尋の傍で膝をつき、彼女の目元を親指で拭った。

「泣いても……いいの？」

「当たり前だろ。ここには、君が泣いて怒る人はいないし、笑う人もいない」

　そう言うと、千尋の目からぽろぽろと涙が零れた。

「そんなふうに言ってくれる人、今まで……いなかったわ」

「うん」

「こんなに親切に、優しくされたのも初めてなの。私、いいのかしら。みんなと一緒に笑っても……いいの？」

「もちろんだよ。可愛い千尋、君はこれから幸せになるんだ。俺の傍でね」

　頭を撫でると、千尋は小さな子供のように泣きながら何度も頷いた。




　千尋が泣き止むのを待ってから、改めてささやかな食事会を開く。

　幸良と景幸はすっかり千尋を妹扱いして、ふざけたり笑い合ったり、自慢のゲームや、新作の歌を披露したりしていた。

　酒が進み、料理はみるみる空になって、やがて兄たちは満足顔で帰っていった。

「ちょっと、はめを外しすぎたかも……」

　千尋がソファでぐったりしている。貴幸は食器を片付けながらくすくす笑った。

「いっぱい食べてたもんな」

「うう。だって美味しかったんだもの。デパ地下のデリカ品って初めて食べたわ」

　テーブルをふきんで拭いたりモップで床を綺麗にしたあと、貴幸は改めてワインクーラーを開けて、奥のほうに隠していた一本を取り出す。

　新しいワイングラスをふたつ手に取って、彼女の隣に座った。

「千尋って、普段はどんな食事をしているんだ？」

「どんなって……普通よ。祭壇で祝福を受けた食材で料理するの。母は料理ができないから、私や父が料理するわ。キャベツを焼いたのとか……サラダとか」

　────。

　一瞬、顔が真顔になった。しかし貴幸はすぐに笑顔を見せる。

「確か千尋は、小さい頃から厳しく育てられていたんだろ。俺の父もそれなりに厳しかったから、その辛さは何となくわかるつもりだ。親からのプレッシャーって、気が重くなる時があるよな」

　話題を変えるため、明るく話しながらワインのコルクを開ける。

「うん……そうね」

　千尋の表情に陰りが浮かぶ。

「俺は、幼い頃は嫌だったな。優秀であるのが当たり前みたいな空気が常にあったから。結局俺は元々器用だったおかげで、だいたいそつなくこなせたんだけど。兄たちはあんな感じで自由すぎるから、自然と父は俺に期待するようになってしまったんだ」

「ふふっ、私は貴幸くんのお兄さんたち、好きだわ。面白くて楽しくて、優しくて……あんな人たちは初めてよ」

　千尋が眩しそうな顔をする。貴幸は少しムッとした。

　グラスにワインを注いで、千尋に渡す。

「正直なことを言うと、泣くのも笑うのも、全部、俺の前だけにしてほしい」

「……え？」

「本当は俺だけで独占したいんだ。千尋の感情はすべて俺だけが見ていたい」

　軽くワインを煽ると、貴幸は千尋に口づけた。

「んっ……」

　さらさらと、ワインを彼女の口腔に注ぐ。

「簡単に好きとか言うな。千尋が好きと言っていいのも、俺だけだ」

　不機嫌な顔で言うと、千尋は驚いたように目を丸くする。

　自分自身に呆れてしまうほど、子供っぽい独占欲だ。でも、貴幸は真面目な顔で千尋を見つめる。

「頼むから、俺以外の男と仲良くしないでくれ」

「わ、わかった……」

　千尋が素直に頷いた。ようやく溜飲が下がって、貴幸はにっこり微笑む。

「約束だからな？」

「うん。……その、いきなりワインを口移しするからびっくりしたわ」

　顔を真っ赤にした千尋が恥ずかしそうに言った。

　可愛いなあと思いながら、ワインを一口飲む。

「これはデザートワインなんだ。甘くて美味しいだろ？」

「確かに、透き通るような甘さで、ごくごく飲めてしまいそうよ。……で、でも」

　ワイングラスを口に傾けた千尋は、ふうと息をつく。

「ちょっと、酔ってしまって……あんまりたくさんは飲めない、かも」

　こてん、と千尋の頭が貴幸の肩に乗る。

　貴幸は目を見開いて、自分に寄りかかる千尋を見た。

　ほんのり頬が赤くて、とろんとした瞳が潤んでいる。全体的にくったりしていて、時々眠たそうに目を擦っている。

（か、可愛い……っ！）

　思わずじっくりと凝視してしまう。

「もしかして、兄たちがいる時からずっと酔ってたのか？」

「実はそうなの。あまりお酒を飲む機会がないから、そんなに強くなくて」

　そう言ってから、千尋はふんわりした笑顔を見せた。

「ずっと気を張ってたんだけど、貴幸くんとふたりきりになった途端、気が抜けてしまったの。ごめんね。酔っ払った顔を見せるなんて恥ずかしいけど、貴幸さんならいいわよね」

　貴幸はぐらりとめまいがした。同時に、自分の本能とも言える部分が熱を持ち、鎌首をもたげるのがわかった。

　片手で顔を覆って、はあ、とゆっくり息を吐く。酔った千尋は殺人的に可愛らしい。

「そう、だな」

　手を下ろして、そっと後ろから千尋を抱き寄せる。

「俺にだけ見せるなら全然構わないよ。顔が赤くなってるけど、もしかして熱いのか？」

「うん」

「じゃあ、涼しくしないと」

　まるでいたずらをしている気分だ。わくわくする気持ちが抑え切れそうにない。

　千尋が脱力しているのをいいことに、彼女のシャツのボタンをぷつぷつ外していく。

「可愛い下着をつけているんだな」

「…………」

　千尋の顔がますます赤くなる。恥ずかしそうに顔を背けた。

　彼女がつけていたのは、ひらひらとレースがついて、青い花の刺繍が施されたオフホワイトのブラだった。

「だって……だから……」

「ん？」

　たっぷりとした乳房を持ち上げて、貴幸は聞き返した。

「ふたりきりになったら……下着、見られるかもと思って……だから、可愛いのを探したの……」

　次は横から金槌でも打たれた気分になった。

　酔っ払っていつも以上に正直になっている千尋が可愛すぎる。

「へえ。俺に……見られたくて、選んだんだ？」

　嬉しくて死にそうになる。もっと触れたいという欲求が止まらない。

「うん、可愛いよ。とてもよく似合ってる」

「あ、ありがとう」

「ワイン、もう一口飲んでみる？　また口移しで飲ませてあげよう」

　貴幸はグラスを口に傾けたあと、千尋に口づけた。

「ん、ン……」

　千尋は拒まない。素直に貴幸の唇を受け入れ、注がれるワインをこくこくと飲んでいる。

（ああ──めちゃくちゃにしたい。気絶するほどヤりたい。もっと千尋を味わいたい）

　唇を重ねながら、彼女の乳房を持ち上げた。ブラを少しずらせば、可愛らしい乳首が現れる。

　貴幸は深く口づけながら、乳首を摘まんだ。途端、敏感な千尋はびくんと体を震わせる。

「んっ、ん！」

「……気持ちいい？」

　くりくりと擦りながら尋ねると、千尋は恥ずかしそうに目を瞑って頷いた。

「ねえ、千尋」

　そんな彼女の耳元で甘く囁く。

「前みたいに、俺にいっぱい舐められたり、吸われたり、お腹の中を突かれたり、いやらしいセックスをしたい？」

　わざと羞恥を煽るような口調で尋ねると、千尋の顔はたちまち真っ赤になった。

　くにくにと乳首を擦りながら、耳朶に舌を挿し入れ、くちゅくちゅと舐め回す。

「ふ、ン……っ、あ、たかゆき……さん」

　千尋は蕩けた瞳で貴幸を見つめる。

「ん？」

「し、したい……」

　力ない手できゅっと貴幸の袖を掴む。

「貴幸さんと、いやらしいこと……したい」

　思わず息をするのを忘れてしまった。彼女は決してセックスが好きというわけではない。だが、貴幸がそれを望んでいると理解して、頷いたのだ。

　なんていじらしい。千尋の気持ちが優しくて、それだけで昇天しそうになる。

「じゃあ、ベッドに行こうか。俺のために選んでくれた千尋の可愛い下着姿も、じっくり見たいからな」

　貴幸はそっと千尋を横抱きにして、寝室に運ぶ。

　昼下がりの寝室は少し薄暗さがあるものの、窓から日の光が柔らかに差し込んでいた。

　広いベッドに彼女を優しく寝かせ、貴幸は自分のシャツを脱ぐ。

「寒いなら、暖房を入れるけど？」

「大丈夫……熱いくらいなの」

「ははっ、酔っ払ってるからか」

　笑いながら、エアコンに電源を入れた。肌を重ねれば嫌でも温まるが、今は真冬である。間違って彼女が風邪でも引いたら大変だ。

　貴幸は身につけている衣服をすべて脱ぎ、千尋に覆い被さった。

「服、脱がすからな」

「ン……」

　千尋が貴幸に身を預けるように、体の力を抜く。貴幸はするすると彼女の服を脱がして、下着だけにした。

「うん。本当に可愛い。千尋は白が似合うな」

「そ、そう？」

「きっとウェディングドレスも似合うんだろう。……楽しみだ」

　貴幸はぎゅっと千尋を抱きしめた。彼女もゆっくりと貴幸の背中に手を回す。

　千尋の温もり、柔らかさ、甘い匂い。じっくりと実感してから、唇に口づける。それはすぐに深いものに変わって、舌を探った。

　くちゅりと音を立てて彼女の舌と絡め、ちゅ、と吸い付く。

「んっ、ふ」

　千尋がキスで感じているのが嬉しくて、貴幸はたっぷりとした乳房を両手で掴んだ。上から掬い取るようにブラから乳房を取り出し、きゅっと乳首を抓る。

「んんっ！」

「千尋はここを弄られるのが好きだったな」

　人差し指で押したり潰したり。カリカリとつま先で擦ったり。貴幸が指を動かす度、可愛らしい乳首はゆらゆら揺れる。

「はぁ……は……」

　頬を赤く染めて、千尋が潤んだ瞳で貴幸を見つめた。そんな顔で見られると、ますます止まらなくなる。

　貴幸は彼女の白く柔らかな腹を指でなぞり、ショーツの中に手を差し込んだ。茂みをかきわけて指で探り、ぬちりと音を立てて秘裂を割る。

「もう、濡れているな」

　ふっと笑うと、千尋は目を細めて俯く。

「恥ずかしい」

「これから、もっと恥ずかしいことをするけどな」

　貴幸は楽しそうに笑い、千尋の体をころんと転がした。

「きゃ！」

「今日は後ろからだ。毎回色々と体位を試して、一番気持ちいい体位を探してみよう」

　千尋を四つん這いにさせて、臀部を両手で掴む。後ろから見る彼女の秘所は、とろりと蜜が滴って仄暗い情欲を掻き立てた。

「千尋のここ、もう準備万端って感じだ。……挿入れるぞ」

　貴幸は硬く勃ち上がる己の性器を掴み、後ろから彼女の中にねじ込んだ。

「ン、ぁ……っ、すごく、ふとくて……っ」

　受け入れる千尋の体がふるふると震える。貴幸は彼女の上に覆い被さり、振り子のように揺れている乳房を掴む。

「力を抜いて。そのほうがうまく入るから」

「ん、んんっ」

　千尋は体の力を懸命に抜く。片手で乳房を掴みながら、もう片方の腕で彼女の腹部を抱き込み、ぐっと腰を突き出した。

「ああぁあっ！」

　千尋の膣内は狭く、ぎゅうぎゅうと貴幸のものを締め付ける。まるで道を阻むようだが、隘路を進む感覚はとても気持ちがよく、彼女のナカを蹂躙している背徳感がたまらない。

「は──。気持ちよすぎるな」

　思わず笑みがこぼれた。

　正常位も座位も悦かったが、バックもいい。何よりも千尋を犯している感じがして、背中がゾクゾクする。

　貴幸は獣のような凶悪な笑みを浮かべ、乳房を絞るように揉み込み、乳首を抓った。

「んんぁっ！」

　千尋がぴくんと反応すると、膣内がいっそう締め付けてくる。

　彼女のナカは温かく、ざらついた襞が貴幸の杭を擦り上げた。強すぎる快感に頭がくらくらする。

　ぐっと最奥に挿し込み、先端で千尋の子宮口を小突く。すると彼女のそこはまるで自分を求めるかのようにきゅっと吸い付いてきた。

（やばい。俺のほうが先にイきそうだ）

　このまま吐精してもいいのだが、先に千尋をイかせたい。

　そう思った貴幸は、千尋の腹を両手で抱きしめ、耳にキスをする。

「はあ、千尋。動くぞ」

「は、ぁ……うン」

　蕩けそうな顔をしながら、千尋がこくんと頷く。激しい愛情を受け入れようとする彼女のいじらしさが愛おしい。

　貴幸は勢いよく腰を引いた。ギリギリまで杭を抜くと、千尋の体が小刻みに震える。

　そして、貫くように穿つ。ぱん、と肌がぶつかって、その衝撃に千尋の長い髪が散った。

　何度も繰り返す。

　貴幸の先端から零れる先走りと千尋の蜜が合わさって、じゅぶじゅぶといやらしく音を立てた。

　お互いに荒く息を吐く。気が遠くなりそうな快感に耐えるあまり、貴幸の額に汗が浮かぶ。

「んっ、ん、ふ、あっ」

　ゆさゆさと揺さぶられ、彼女の豊満な乳房が激しく揺れる。

　貴幸は彼女の首筋に口づけをして、ねっとりと舐めた。耳朶を食み、耳の穴に舌を挿し込み、獣のような息使いで抽挿を続ける。

「ンっ、ん、あ、あああぁっ！」

　千尋の体が戦慄いた。シーツを掴む手に力がこもり、彼女は虚空に向かって叫ぶ。

　涙を零しながら達する千尋は可愛らしくてたまらない。

　ふ、と唇の端を上げて笑った貴幸は、くたりと力をなくした千尋の腰を抱き上げ、次は自分の快感を追い求めた。

　彼女の暖かな隘路が貴幸の杭を甘く擦り上げる。最奥に突けば、貴幸の吐精をうながすように子宮口が吸い付いてくる。

（早く、早く──孕ませたい）

　はっはっと呼吸を繰り返して、貴幸は千尋の体を抱きしめた。

　結婚して、子供を作って、家族になって。

　あらゆるもので彼女をがんじがらめにして、絶対に逃さないように守りたい。

「────っ！」

　快感の頂点が訪れて、貴幸の体が強張った。力任せに千尋を抱きしめて、彼女の子宮めがけて吐精する。

　最初から、避妊具をつけるつもりはない。

　早く孕めと祈りを込めて、愛しい女性の腹を優しく撫でる。

　迸る精の量は多くて、貴幸は最後の一滴まで余さず彼女の子宮に注いだ。

「上手に呑み込めたな」

　ちゅ、と千尋の頬に口づけて、ゆっくりと体を起こす。

　汗に濡れる千尋の臀部を掴んで己の杭をぬぷりと抜いた。彼女の蜜口から白い精液が零れ出て、内腿に伝う。

　その様子をじっくり目に焼き付けて、貴幸は満足そうに微笑む。

　千尋の子宮の中は今、自分の精液でいっぱいになっているのだ。そう思うだけで、頭がおかしくなりそうなほど嬉しくなる。

「千尋、しばらく栓をしておこうか」

「……せ、栓？」

　疲れ果てた千尋がぼんやりした顔で振り向く。貴幸はにっこり笑って、ベッドに寝そべった。

「早く受精したいだろ。だから、俺の精子と君の卵子が結びつくまで栓をしておこう」

　そう言って、千尋の体を持ち上げると、自分の腹に載せた。

「ほら、自分で栓をしてみて」

「そ、それってあの……っ、じ、自分で……挿れるって……こと？」

　千尋の顔が真っ赤になった。貴幸は肯定の意味を込めてにっこりする。

　途端に恥ずかしがる彼女を舐めるように見つめて、つん、と乳首を突いた。

「きゃっ！」

「早くしないと、全部出てきてしまうぞ？」

「わ、わかったわよ。……うぅ」

　千尋は恐る恐る腰を上げた。そして自分で貴幸の杭をあてがい、ぬるる、とナカに挿れていく。

「んっ、あっ、あぁあ……っ」

　貴幸の性器で快感を得ている千尋を愛おしく眺める。

「栓をするだけなのに、気持ちがいいのか？」

　意地悪に言ってみると、千尋の瞳がみるみると潤んだ。

「そういうこと、言わないでよ……」

「ごめん。でも本心でもあるんだ。俺のもの、気持ちいい？」

　優しく頭を撫でて尋ねると、千尋は恥ずかしがりながらもこくんと頷く。

「気持ち……いい。それに、すごくドキドキするの」

「うん。千尋がドキドキしてるのが伝わってくるよ」

　彼女の膣内はとろとろに蕩けていて、まるで性感の坩堝だ。一度入れば、あまりの気持ちよさに抜けなくなりそう。

　貴幸は自分の両手で千尋の両手を交差するように握りしめた。

「膝を立ててみて」

　はしたない姿が見たい。貴幸が優しくせがむと、千尋は頬を赤らめながらゆっくりと膝を立てた。

　すると、貴幸と千尋の結合部が露わになる。硬く勃ち上がる杭がしっかりと彼女の可愛い秘所にはめ込まれていた。

　写真でも撮りたい気分だ。……さすがに撮らないが。

「上下に動いてみようか。栓だけにするつもりだったけど、もっと気持ちよくなりたいだろう？」

　煽るように言うと、千尋が困った顔をする。

「君のナカに挿入っているソレは千尋専用なんだから、好きなように動いていいんだ」

「な、何よ、それ」

　顔を赤らめながら唇を尖らせる千尋が愛しくて、思わず笑ってしまう。

「もちろん千尋のここは俺専用だけどね」

　そう言って、貴幸は下半身に力を入れて思い切り腰を上げた。

「あぁんっ！」

　その衝撃に千尋の乳房が上下に揺れた。両手を握りしめたまま、貴幸は千尋の体を浮かせるように下から何度も突き上げる。

「ほら、こうやるんだ。手伝ってあげるから、自分でもやってみて」

「んっ、ん、ぁっ」

　貴幸の上でバウンドする千尋は、たどたどしく自分も動き始める。

　手を解くと、千尋は貴幸に覆い被さるような体勢になって腰を上下に揺さぶった。

「あっ、あ、ああっ！」

　自分で動いて性感を得る。これもまた新しい快感だろう。

「千尋は一番奥じゃなくて、少し手前あたりを突かれるのが好きなんだな」

　彼女の感じるところをつぶさに観察して、貴幸はにやりと笑う。

「や、これ……気持ち……いいの。こんなことしちゃ、だめなのに……」

　自然と自分が一番感じるところを突いてしまったのが恥ずかしいのか、千尋は内罰的な表情になった。貴幸はすぐさま彼女の腕を引き、唇に優しくキスをする。

「だめじゃない。俺は素直な千尋が好きなんだから」

「んっ……貴幸くん……」

「ほら、ここが悦いんだろう？」

　彼女が懸命に擦っていたところを力強く突き上げる。

「ひぁあんっ！」

　千尋の体がぶるっと痙攣した。どうやら再び達したようだ。

「俺ので感じている千尋は本当に可愛いな」

　貴幸は千尋を抱きしめて、ご褒美と言わんばかりに唇を重ねる。

　何度も唇を啄み、ちゅくちゅくと音を鳴らせて舌を絡ませる。

「千尋、もう我慢しなくていいんだ」

　優しく頭を撫でて、なめらかな背中を指で辿る。

「辛い過去はもう終わった。これからは、俺と幸せになればいいんだよ」

「貴幸……さん」

　千尋の細い腕が、そっと貴幸の背中に触れた。

「愛している。俺と新しい家族を作ろう」

「うん。……うん、ありがとう……貴幸くん」

　千尋は泣きそうな顔をして、貴幸の胸に額を擦りつける。

「私……こんなにも幸せになれるとは思わなかった。実は、まだ夢を見ているみたいなの」

　どうやら彼女は、なかなか今の幸福を受け入れられないらしい。

　貴幸は少しおどけた顔をして「へえ？」と言った。

「こんなに生々しいセックスしてるのに、まだ夢気分なのか。再度その体に教え込んであげようか。俺は何度ヤってもいいからね」

　ふふ、と笑うと、千尋は顔を真っ赤にした。

「きょ、今日は、お腹いっぱい、です……！」

　必死な千尋の言葉に、貴幸は明るい声で笑うのだった。
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　千尋は昔から、親に命令されていた。

　とにかく北條貴幸に近付けと。学生の間に仲を深めて、社会人になってからは彼に求婚しろと、年末のパーティーの招待状を渡してきた。

　だが、こうやって無事に貴幸と結ばれて、両親に報告してから、彼らの様子が少しおかしくなった。

　うまく言葉にできないのだが、喜んでいるように見えないのだ。だからといって反対しているわけでもない。強いて言うなら無感動、だろうか。

　両親の命令を無事に果たしたのに、彼らは一言「そうか、わかった」と言うだけだった。

　褒められたいと思ったわけではない。でも確実に何かがおかしい。

　そんな違和感を覚えていた千尋のところに、ある日両親が声をかけてきた。

「結婚式の段取り……ですか？」

　リビングに呼ばれた千尋は、フローリングの上で正座をしておずおずと聞き返す。

「そう。北條貴幸との結婚式は、すべてこちらで段取りを組む。そのあとのことも、すべてこちらで指示するから、千尋はその通りに動きなさい」

　千尋の目の前に立つ父は、光のない目で千尋を見下ろした。

　父は昔からこうだ。千尋に命令しかしない。世間話など、一回もした覚えがない。

「で、でも」

　戸惑う千尋に、母が冷たく言った。

「お父さんの言うことを聞きなさい」

　彼女もまた、昔からこうである。口を開けば『お父さんの言うことを聞け』としか言わない。まるでその言葉しか知らないロボットのようである。

「でもお父さん、お母さん、私、もう二十七ですよ。もう子供じゃありませんから、自分の結婚のことは自分で決めたいです」

　千尋は自分の気持ちをはっきり言う。

　ずっと彼らの言うことを聞いていた。子供の頃は、そうするしかなかったからだ。他の生き方がわからなかったから。

　でも大学を卒業して、就職して、千尋は自分の面倒を見られるようになった。

　親は千尋に何もしてくれない。衣食住に必要な金額をひとりで稼ぎ、ここまで生きてきた。

　口答えをする千尋に苛立ったのか、父は使い古した鞭をぴしっと鳴らす。

　昔はその音が怖くてたまらなかったが、今の千尋は違った。

　もうすっかり慣れてしまったのだ。昔はそれが『しつけ』なのだと思っていたが、今では単なる癇癪に過ぎないことを知っている。

「私がここまで育ったのは、あなたたち両親のおかげです。だから私は、貴幸くんに関する望みは最後まで全うしようと思いました。嫌だったけど、毎年パーティーに参加して、周りからいっぱい馬鹿にされたけど我慢して、チャンスを窺って……やっと私は貴幸くんに結婚を申し込むことができました」

　あの時の驚きと喜びは今でも覚えている。奇跡とさえ思うくらいだ。

「お父さん。あなたは……私が貴幸くんと結婚することで、彼の実家からお金をもらおうとしているのでしょう？」

　父親の会社は倒産して、今は親戚の会社の世話になっている。家族を養う程度のお金は稼いでいるはずなのに、彼はそれでも足りないのだ。だから次は貴幸にたかろうとしている。

　そういう父親が恥ずかしくてたまらないが、そのことを貴幸に正直に言ったら、彼はすべてを受け入れてくれたのだ。両親の意図を理解してなお、千尋を求めてくれた。

　あんなにいい人はいないと思う。

　だからこそ、千尋はこれ以上彼に迷惑をかけたくないのだ。

「貴幸くんは全部承知の上で私と結婚してくれるんです。だからもう、私たちのことは放っておいてください。お金が欲しいなら、貴幸くんに言いますから」

　千尋が必死に言うと、父は険しい顔をした。

「……違う。まったくの見当違いだ、千尋」

　そして、意外な言葉を口にした。

「欲しいのは金ではない。幸せなんだ」

「え……？」

　何を言っているのだろうと、千尋は目を瞬かせる。

「お父さんの親戚はね、私たちにすばらしい出会いを導いてくれたの」

　母親が父に賛同するようにうっとりした顔をして言う。

「もちろん千尋も家族だ。家族は家族のために奉仕しなければならない」

「な、何を、言ってるの、お父さん」

　千尋は思わず立ち上がって、後ずさりをした。

　何だろう、同じ国の言葉で話しているはずなのに、言葉が通じている気がしない。

「千尋。どうしてお前に、北條貴幸に近付けと命じたと思う？」

　静かに尋ねられて、千尋は声を震わせながら答える。

「そ、それはその、お金が欲しい、から……」

「違う。──最も憎いと思う人間を愛さなければ、幸せがもらえないからだ」

　千尋の目が、驚きに大きく見開いた。

　最も憎い人間を愛する？　まったく意味がわからない。

「俺の会社は、篠光芒に潰された」

　当時の怒りを思い出したように、父親が拳を握りしめる。

「教祖様は仰った。憎いからこそ愛さなければならないと。でも俺には無理だった。どうしても憎くて仕方なかった。だから俺は、子を作って託すことにした。それが千尋だ」

「────！」

　千尋は、雷が落ちてきたような衝撃を受けた。

（私は、初めから……そのために、生まれてきたというの？）

　親から愛情を感じたことは一度もなかった。それでも、望まれたからこそ生まれたのだろうと思っていた。

　子供の幸せとか、家族を作りたいとか。そういう温かな望みを想像していたのだ。

　でも違っていた。自分は両親の意味不明なエゴのために生まれたのだ。

「教祖様から賜った教えはもうひとつあるのよ。憎き者を愛し、そして成した子を、贖罪の子として捧げる。つまり千尋と北條貴幸の間にできた子供は教祖様に捧げなければならないの」

「……何を言っているの？」

　千尋は怒りに身を震わせ、両親を睨んだ。

（この人たちは何なの。私はどうしてこんな人たちの言うことをずっと聞いていたの。私はそれが普通のことだと思っていた。でも、普通って何？）

　千尋は改めて、リビングを見渡した。

　口に入れる食材に祝福を与える祭壇。テーブルには血を浄める効果がある薬草のお茶がある。カーテンは閉めきられ、両親の後ろには、毎日祈りを捧げる白い像があって、仰々しい写真立てには見知らぬ壮年男性の写真が飾ってある。

　今まで普通だと思っていたものがすべて、異質なものに思えた。

　両親が、何か得体の知れないものに見えた。

　……いや、もしかしたら、すでに気付いていたけれど、怖くて目を閉ざしていたのかもしれない。見ないふり、気付かないふりをして、現実逃避していたのだ。

「結婚式は、教祖様の祝福の元で執り行う。子供を作る時期も、教祖様が決めてくださる」

　少しずつ父親が近付いてきて、千尋は後ずさった。彼の言葉を否定したくて、首を横に振る。

「教祖様の祝福を受けながら性行為をしなければ、贖罪の子は産まれないのよ」

　母親が真剣な顔でとんでもないことを言っている。彼女の目は、それが冗談でも何でもないことを物語っていた。

「贖罪の子さえ捧げれば、俺たちは幸せになれる。新しく会社を興して、元通りになるんだ。そうすればご先祖様も喜ぶ。俺は元華族だから、一族の名を汚すわけにはいかない」

「そうよ。過去に失敗したのは、すばらしい教祖様の教えに出会えていなかったからなの。だから次は間違えない。教祖様の言う通りにすれば何もかもがうまくいくの」

　千尋はぶんぶんと首を横に振った。

「そ、そんなわけないでしょう！　さっきから話を聞いていれば教祖様教祖様って……他人の言うことを盲信して幸せになれるわけがないじゃない！」

　きゅっと手を握って、千尋は必死に訴える。

「幸せは他人から与えられるものじゃないわ。それにお父さんの会社がうまくいかなかったのはお父さんに原因があるからでしょ!?　それなのに篠光芒に逆恨みして、更には貴幸くんが最も憎い人間……だなんて」

　そんなの自分勝手すぎる。貴幸は何も悪くないし、彼の父が経営する会社も関係ない。ただ彼らが成功者で、父は敗者であるだけだ。

　でも敗者だって幸せになれると千尋は思っている。家族で協力し合ったり、過ちを顧みたりして、次は同じ失敗を繰り返さないように生きていれば、必ず幸せは訪れるはずだと信じている。

　なのに、父と母はそういうことをしなかった。ただ奇妙な教えに傾倒し、教えとやらに盲信しているだけだ。

「千尋、俺たちは幸せになりたいんだ」

「千尋は私たちを幸せにするために生まれてきたのよ」

　いつの間にか、父と母が目の前に立っていた。天井の照明が眩しくて、陰になった彼らの顔がよく見えない。

「俺たちを幸せにするために行動するのはお前の義務だ」

「そんな、そんなの、めちゃくちゃだわ」

　千尋は愕然とした。こんなにもくだらなくて、愚かしいことをさせられるために生まれてきたなんて。

　例えようのない絶望感に心が覆われる。

　両親は自分たちが幸せになることしか考えていない。

　……前から気にはなっていた。父は元華族の生まれで、母は良家の令嬢だ。どちらも資産を持っていて、会社が倒産してもそれなりに豊かに生きられる程度の蓄えがあったはず。それなのに、物心ついた頃から生活は常に困窮していた。

　最初は、名門校に入学した千尋の学費に、蓄えを充てたのかと思っていた。

　だからこそ千尋は両親に対して申し訳なく思っていたし、どんなにいじめられても学校を休むことはせず、勉学に励み、貴幸に近付くチャンスを窺っていたのだ。

　でも本当は違うのだろう。彼らは千尋の学費をまかなえるほどの大金を持っていたが、資産の殆どは……怪しげな『教祖様』に捧げていたのだ。

　そして、自分は両親の意味不明な目的のために生まれた道具だった。

　悲しくて、辛くなる。自分という存在がみじめに思えて、今すぐ消えてしまいたいとさえ思った。

　でもその時、ふっと貴幸の姿が頭に浮かんだ。

　──『君はこれから幸せになるんだ。俺の傍でね』

　そう言って、彼は千尋の頭を優しく撫でた。

　学生の頃、とにかく距離を縮めなければと思って、彼が探していたペンケースを探し出して渡したことがある。

　貴幸は嬉しそうに笑って、礼を言った。千尋は後ろめたさから彼に背を向け、逃げ出した。

　単に友達になりたいんじゃない。親がそうしろと言うから近付こうとしているのだ。

　その動機は不純ではないか。千尋は自分自身が恥ずかしくなって、なかなか貴幸に近付けなかった。

　高校の頃、ようやく少しだけ貴幸と距離が縮んだ。

　その時千尋は正直に彼に話した。貴幸に近付くのは、意図があるからだと。彼の周りで利益を得ようとする取り巻きと何ら変わらないのだと。

　でも貴幸は笑って許してくれた。そして何気ない世間話や、時に勉強を教えてくれた。

　そうして時が過ぎて、パーティーで勢いに任せて求婚して──。

　やっぱり千尋は正直に事情を話した。この求婚には裏があるのだと。

　貴幸は、昔と同じような笑顔で受け入れた。

　そして家族になりたいと言ってくれた。

（両親に道具扱いされていた私を、貴幸くんは愛してくれたんだ……）

　心の中にほわりと温かい光が灯る。

　千尋自身がどういう生まれであれ、どういう親の元に生まれたのであれ、そんなのは関係ない。経緯はともあれ、千尋は貴幸と出会った。憧れて、好きになった。

　貴幸はそんな千尋に惚れてくれたのだ。

　千尋が貴幸を愛する気持ち、貴幸が千尋を愛する気持ちは欺瞞でも嘘でもない真実だ。

（そうよ、関係ない！）

　千尋は胸元でぎゅっと両手を握る。

　生まれの理由なんてどうでもいい。自分は両親の操り人形ではない。確固たる自我を持つひとりの人間だ。

　我慢する必要も耐える必要もない。千尋は心の中で両親と袂を分かった。

「私はもう、あなたたちの言うことを聞かない」

　はっきり言うと、父と母の表情が醜く歪んだ。

「そもそも、あなたたちを幸せにするために生まれたつもりはないわ。私は私の幸せのために生きる」

　拒絶の目でふたりを睨み、千尋はきびすを返した。

　二度と両親の元には戻らない。そう心に決めて、家を出ようとした。

　──しかし。

「俺たちが、素直に逃がすと思うのか？」

　父が後ろから千尋の髪を掴み、床に引き倒す。

「きゃあっ！」

　痛みと衝撃に声を上げると、千尋の視界に母親がぬっと現れた。

「そうよ。私たちが幸せになるための道具を手放すわけがないでしょう」

　両手を掴んで千尋の抵抗を封じる。

「やめて、離して！」

　暴れるも、大人のふたりがかりでは為す術もない。

　千尋は窓のない小部屋に閉じ込められた。

　そこは、ある意味において懐かしささえ覚える場所。

　幼い頃、千尋が両親の機嫌を損ねるたびに閉じ込められた牢獄のような小部屋──『懲罰室』だった。





　◆






　三月三日、桃の節句。午後十時頃に仕事を終えた貴幸がマンションに帰ると、ロビーのソファ席に幸良が座っていた。

「兄さん？」

　意外な来客に驚いていると、彼は片手を上げて「やっ」と挨拶した。

「こんな遅くまで仕事してるのか。大変だなー」

「納期前はいつも会社に泊まり込んで、連日徹夜で作業している兄さんに言われたくないな」

　呆れた顔で言うと、幸良は明るく笑った。

「そんなの一年に二、三回の話だよ～」

「充分多い！」

　貴幸は怒った声で言うと「まったく」と呟きながらエレベーターのボタンを押した。

「それで、何の用だ」

「うん。ちょっと千尋ちゃんのことでね……」

　幸良が言葉を濁す。貴幸は振り返って「千尋のこと？」と問い返した。

「あのさ、千尋ちゃん。何か気になること言ってなかった？」

　──気になること。思い当たることはいくつかあったが、貴幸は困った顔をして首筋を指で掻いた。

「気になることと漠然と言われてもな。具体的には？」

「そうだね。……宗教的なこと、とか」

　貴幸の顔色が変わった。エレベーターの扉が開いたが、それには乗らず、幸良をジッと見つめる。

「その顔は、どうやら当たりみたいだね」

「何を知っている？」

　幸良の言葉を遮るように尋ねると、彼は深刻そうな表情になった。

「千尋ちゃんの両親について、ちょっと調べてみたんだ。どうやら妙な新興宗教に入信しているらしいね。それも、三十年以上前から」

　貴幸は眉をひそめる。

「三十年以上前ってことは、千尋が生まれる前からか？」

「そういうことだね。その宗教に入ってから、彼らは目に見えて生活が困窮し始めた。多分、資産を切り崩して多額の献金をしているんだろう」

　千尋が生まれる前から入信していた新興宗教。多額の献金。それらの言葉を聞いて、嫌な予感がした。

　千尋は両親に命令されて貴幸に近付いた。

　彼女は貴幸に求婚した時、両親が裏で画策していると言っていた。

　間違いなく金の無心をするつもりだと思っていた。千尋が手に入るなら手切れ金としていくらでも払ってやる。貴幸はそのつもりでいた。

　でももし、その『画策』が金でないとしたら？

　自分には理解できないような、宗教的なことを企てていたとしたら。

　貴幸は急いでスマートフォンを取り出し、千尋に電話した。しかし何度かけても繋がらない。どうやら彼女はスマートフォンの電源を切っているようである。

（もしくは切られた。取り上げられた……）

　貴幸が焦り始めた時、突然スマートフォンがピリリと音を鳴らした。

「もしもし、千尋かっ！」

　慌てて出ると、通話口から「コホン」と、男性の咳払いが聞こえた。

『……悪いな。私だ』

「父さん？」

　電話の相手は父親だった。貴幸は咳払いをして気持ちを切り替える。

「何？　少し急いでいるんだが」

『すぐに終わる。南部千尋さんの父親から私に連絡が来た。……はっきり言って意味がわからなかったので、彼が言った言葉をそのまま伝える』

　そう言って、彼は少し言葉を止めた。ぺらり、と紙をめくる音が聞こえる。どうやら手帳を開いているらしい。

『──貴幸が真に千尋を愛し、彼女を幸せにするつもりがあるなら、親である自分たちも幸せになるべきだ。そのために千尋と貴幸には、しかるべき場所で子供を作ってもらう。その子供は贖罪の子として神の代行者に捧げなければならないため、こちらで貰い受ける』

「ちょっ、ちょっと待ってくれ！」

　貴幸は慌てて父親の言葉を止めた。

　まず、どうして自分が千尋の両親を幸せにしなければならないのだ。謎すぎる理論に理解が追いつかない。しかも、彼らは更に意味不明なことを言っていた。

（しかるべき場所で子供を作る？　その子供が贖罪の子？　神の代行者に捧げるから、貰い受ける……？）

　日本語なのに何を言ってるのかわからない。まるで宇宙人だ。恐怖さえ覚える。

『だから言っただろう、意味がわからないと』

　父が疲れたようなため息をつく。

『続きだ。この要望が聞けないのなら貴幸に千尋をやる理由がなくなる。憎い人間は他にもいるから、千尋の結婚相手はこちらが決める。……以上だ』

　貴幸は低いため息をついた。最後まで意味がわからなかったが、ひとつだけ理解できたことがある。どうやら千尋の両親は、貴幸が言うことを聞かない限り、千尋を渡すつもりがない。そして新たに結婚相手を見繕うつもりでいる。

　つまり、千尋は両親の手に落ちている。電話が通じないのは、やはりスマートフォンを取り上げられて、どこかに閉じ込められているのだろう。

　父は、冷めた口調で話し続ける。

『──三十年くらい前の話だが、篠光芒が多くのシェアを勝ち取ったことで、いくつかの老舗企業が倒産した。例えば、かつては日本のＩＴ企業の夜明けだと呼ばれていた南部電子工業とかな』

　南部電子工業。千尋の父が経営していた会社だ。

『かの企業と競争していた頃の南部は、よくいるタイプの社長……といった感じで、特におかしなところはなかった。しかし会社が倒産したのをきっかけに、妙な新興宗教を盲信するようになってしまった。──噂でそんな話を聞いたことがある』

　落胆したように、電話口で父はため息をついた。

　南部電子工業が創立した頃は、ちょうど高度成長期の真っ盛り。今までになかった革新的な事業内容に誰もが期待し、ちょうど好景気ということもあって、投資額はうなぎ登りだったらしい。

　恐らくは、若かりし父の目にも魅力的に映っていたのだろう。それだけに南部家の没落ぶりが見るに堪えないということか。

『それで、貴幸はどうするつもりだ』

　落ち着いた声で尋ねられた。

「どういう意味で聞いている？」

『南部千尋さんの両親はもはや話を聞く気がない。こちらがどれだけ正論を並べても、独自の理論を言い続けるだろう。そんな彼らを相手にするつもりか？』

　父は更に言葉を続ける。

『前に言っただろう。南部千尋さんと結婚するのは反対しないが、旨味がひとつもない、むしろデメリットすらあるナンセンスな結婚だと。これがその言葉の意味だ』

　貴幸は奥歯を噛みしめた。ぎりり、と歯を擦る音がする。

「……俺は結婚にメリットを求めない。デメリットがあろうと関係ない。ナンセンスな結婚だって？　当然だよ、結婚に意味なんてない」

　怒りのまま、スマートフォンを割りそうなほどに力を込めた。

「ただ愛しているから結婚するんだ。それ以外に理由はない。もし障害があるなら、俺は粛々と取り除くだけだ！」

　大声で怒鳴りつけて、貴幸はそのまま通話を切ろうとする。だがその時、電話口からくっくっと笑い声が聞こえてきた。

『それはよかった。もしここで南部千尋さんを諦めるなどと口にしたら、お前の顔を殴り飛ばすところだったからな』

「えっ」

　意外な言葉に驚いて、貴幸は目を丸くした。

『この件に関してはお前にすべて任せる。本当に彼女を妻にしたいと思っているなら、自分の力でなんとかしてみろ』

「父さん……」

『貴幸。一度でも幸せにすると言ったのなら、絶対にその言葉を裏切るな。生まれた時から地獄にいた人間は、その場所が地獄だと認識できない。中途半端に救われて再び地獄に突き落とされるから地獄を認識するんだ。……それが何よりも残酷なことだということは、お前にもわかるだろう』

　貴幸は黙って頷く。父は、助けると決めたなら最後まで責任を取れと言っているのだ。

「わかっている。父さんに言われなくても行動するつもりだったが」

　いつまでも親の指示を待つ子供ではない。貴幸が不機嫌な顔をして言うと、父は再び笑った。

『一応、確認をしておこうと思ってな。では切るぞ』

　ぷつっと通話が切れる。貴幸はスマートフォンを懐に仕舞った。

「それで、具体的にどうするつもりなんだ？」

　横で話を聞いていた幸良が興味津々といった表情で尋ねる。

　貴幸はしばし考えたあと、仄暗い笑みを浮かべた。

「まずは現状把握だな。千尋の両親が入信している新興宗教について徹底的に調査し、彼らを信仰の道に導いた者をあぶり出す」

「なるほど。新興宗教の具体的な教えはさすがにわからないけど、彼らが宗教に走るきっかけになった人物にはあてがあるから、こっちでも調べてみるよ」

「ありがとう、兄さん」

「なんのこれしき。俺は千尋ちゃんが好きだからね～。一肌でも二肌でも脱ぐよ」

　幸良が明るく言うと、貴幸は目を昏くしてざわっと殺気を放つ。

「そういう冗談は、今後一切言わないでくれ」

「冗談じゃないんだけど……あ、いや、何でもありません」

　更なる殺意を感じた幸良は慌てて首を横に振った。

「そうだ、貴幸。景幸にも相談してみろよ。やつは芸能界に顔が利くからな。あそこも広い界隈だから、もしかしたら新興宗教について詳しいことがわかるかもしれない」

「……そうだな。さっそく連絡してみるよ」

　貴幸はエレベーターに飛び乗り、足早に部屋に戻った。

　そして景幸に連絡して、事情を説明する。彼はすぐさま協力すると答えて、情報収集に走ってくれた。

　他にも、昔からよく利用していた興信所、お抱えの弁護士。ありとあらゆる人脈を頼って、貴幸は一日がかりで情報を集めた。




　件の新興宗教は、昔から法の目をかいくぐるようにして、ひっそりと存在していた。

　教祖と呼ばれる人間がリーダーで、幹部が数人。主に資産家をターゲットにして言葉巧みに勧誘し、その宗教に引き入れる。リーダーと幹部は信者に過剰な不安を煽り、多額の献金を請求する。

　ここまでは典型的なよくある話だ。もちろん詐欺の方向で、だが。

　次はその宗教独自の話になる。何でもその宗教は、ある有名な宗教に則って『隣人を愛せよ』と謳っているそうだ。それも、心から憎いと思っている人を愛さなければならない。そして、憎い人と結ばれて子を成し、贖罪の子として教祖に捧げる。そうすれば信者は幸せがもらえるそうだ。

　その贖罪の子がその後どうなるのかは、具体的には調べ切れなかった。

　しかし想像はつく。恐らくは幼少の頃から教育され、ゆくゆくは献金を稼ぐための養分にするのだろう。嫌気が差した貴幸は反吐が出そうになった。

　……結局は、金が目的の集団である。

　ちなみに、誰が千尋の両親を件の新興宗教に引き入れたかというと、彼女の父親の親戚だった。その親戚もまた同じ宗教の信者なのだが、千尋の両親を勧誘した報酬として献金額を大幅に減らしてもらったらしい。

　その親戚は以前から金の工面に困っていて、減額された今もなお苦労している。

　つまり新興宗教も、千尋の父親の親戚も、皆が金を欲しているのだ。

（それなら話は早い）

　貴幸はすぐに行動した。興信所を通じてその親戚に接触を図る。

　そして多額の金を積み上げて買収した。

　同じ宗教の信者である親戚からであれば、千尋の両親は話を聞くだろう。

　その親戚は貴幸が指示した通りに説得してくれた。

　かの宗教を調査している途中で知ったのだが、贖罪の子とやらを作らずとも、幸せをもらえる方法があるのだ。すべての財を教祖に捧げて穢らわしい金銭を浄化する。以降の人生は、信者の集落に移り住んで、教祖への奉仕をしながら生きるというもの。

　決して元の生活に戻ることはできないが、まったく新しい人生をスタートさせることができる。

　──逆に言えば、その生活を始めれば、二度と彼らは戻ることはできない。

　一生、狂信者として生きる。一般的な目で見て、それが幸せかどうかはわからない。だが、彼らがそれで満足し、そして千尋が狂った両親の手から解放されるなら別に構わないと貴幸は思った。




　千尋の両親は、親戚の説得にあっさりと頷いた。

　結局、幸せがもらえるなら方法は何でもよかったのだろう。

　彼らは自分が幸せになるためにわざわざ子供を作ったあと、二十七年かけてやっと目的の一歩手前までたどり着くことができた。

　誰が聞いても気の長い話である。あの両親も同じことを考えたのだろう。

　もう一度同じことを繰り返すのは面倒臭い。

　他人に幸せを委ねてしまった彼らは、基本的に自分で考えることを放棄している。

　だから親戚の言葉を聞き入れた。──そっちのほうが、圧倒的に楽だからだ。

　彼らから解放され、無事に戻ってきた千尋を、貴幸はきつく抱きしめる。

　もう二度と怖い目には遭わせないと、彼女に誓った。







第五章 愛あい別べつ離り苦くのあとに続く人の生








　一日ほどで小部屋から出された千尋は、リビングに置いたままだったバッグを掴み、転がるように廊下に出た。

　恐る恐る振り向くと、父と母は黙って千尋を見ていた。

　ふたりとも、なぜか幸せそうに微笑んでいる。その笑顔にぞくりと不安を感じた千尋は、そのまま駆け出して家を後にした。

　はあはあと肩を上下して呼吸を繰り返していると、後ろから「千尋」と声をかけられる。

　振り向くと、そこには──。

「貴幸さん！」

　まるで体当たりするように抱きついた。ようやく安堵する。彼の傍にいれば大丈夫だと心から思えた。いつの間にか、こんなにも彼を信頼していた。

「千尋……よかった」

　貴幸が力強く千尋を抱きしめる。

「君が両親の監視下に置かれていると知って、助けに来たんだ」

「ありがとう。私も怖かったんだけど、突然出してもらえたの。一体何があったのかしら……ふたりとも笑っていたのよ」

　まるで憑き物が落ちたような笑顔だったが、決していい意味ではない。むしろ取り返しのつかないところまで落ちて開き直ってしまったような、そんな気さえする表情だった。

「千尋の両親は、ずいぶんと人生に迷っていたようだね。それで、彼らが世話になっている親戚と話し合う場を、俺が設けたんだよ」

「貴幸さんが……？」

　見上げると、彼は頷く。

「詳しい話は、あとで話すよ。今は帰ろう」

「え……でも」

　千尋が不安そうな顔をした瞬間、腹から『ぐー』と聞こえた。思わず顔を赤らめる。

　くすくすと貴幸が笑った。

「ほら、お腹が空いてるんだろう？」

「うう、正直すぎるお腹が今は憎たらしいわ……」

　千尋は自分のお腹を押さえる。ほぼ一日飲まず食わずだったので、喉も渇いているしお腹も減っているのだ。

　千尋は貴幸と共に彼のマンションに帰り、温かい食事を口にしながら、両親のことを教えてもらった。

　……両親は、千尋が生まれる前から、ある宗教団体の信者だった。

　独自の教義を守って自分たちが幸せになるために、千尋が生まれた。

　そして千尋は幼い頃から今までずっと両親に利用され続けていたのだのだが、彼らの目論見は失敗してしまい、幸せになれないという恐れから千尋を閉じ込めてしまった。

　しかし、千尋の父の親戚が新たな話を持ちかけてきたのだ。

　すべての財産を教祖に捧げて、信者が住む集落で生きる。そうすれば必ず幸せが与えられる。もう多額の献金を納める必要もなく、幸せに生きることができるらしい。

　両親はその生き方を選んだ。

　近いうちに家を売却し、すべての資産を手放して、彼らは集落に移り住む。

　……貴幸が言うには、その集落は地方の山間部にある、自給自足を目指した長閑な場所らしい。決して裕福な暮らしではないが、皆、穏やかな顔をして幸せに生きているそうだ。

「都会から離れても大丈夫かしら。自給自足って言うけど、両親はふたりとも畑仕事なんてしたことないし、お母さんに至っては、料理も洗濯もできないのよ」

　思わず心配してしまった千尋に、貴幸が「大丈夫だよ」と優しく言う。

「お互いに助け合って生活している集落だと聞いている。それに、むしろそういうところだからこそ、君の母親だって初めてのことに挑戦し始めると思うな」

「そう、かしら」

　貴幸が淹れてくれた温かい紅茶を飲みながら、千尋は俯く。すると隣に座っていた彼が千尋の手を握った。

「千尋、心が弱い人は頼れる存在を欲しがり、誰かに助けられたいと望んでいる。君の両親はまさにそういう人だったんだろう。でも彼らはやっと、自分なりに納得できる方法で幸せになる方法を見つけることができた。それは祝福していいことだと思うよ」

「…………」

　千尋は最後に見た両親の姿を思い出した。

　笑顔で千尋を見ていたが、その瞳に千尋は映っていなかった。彼らが見ているものは、常に自分たちの幸せだった。

　その幸せを探し出せた時点で、彼らは千尋への興味をなくしたのだろう。

　心がちくりと痛む。

　この結末は確かに祝福してもいいことかもしれない。少なくとも両親は救われた。

　でも、彼らは自分たちの幸せの構図に、最後まで千尋を入れてくれなかった。それだけが、寂しくて辛かった。

　その時。貴幸がそっと千尋を抱きしめる。

「彼らが幸せになれたのなら、君は俺の傍で幸せになればいい。そうだろ？」

　貴幸の腕の中は温かくて、そして安心する。

　寂しいという気持ちがなくなったわけではない。だが、千尋と両親は生き方も価値観もすべてが違っていた。

　相反するのなら、道を分かつしかない。

　両親が長い年月をかけて幸せを求めたように、千尋も自分の幸せに向かって歩き出せばいいのだ。

　同じ道でないのが寂しいけれど、この心の痛みは仕方のないものだ。世の中には、どうやってもわかり合えない親子がいる。……たまたま、千尋の家もそうだったのだ。

（さようなら、お父さんお母さん）

　そっと心の中で別れを告げて、千尋は貴幸を抱きしめた。
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　結婚に向かって、少しずつ歩み出す。

　やることはそれこそ数え切れないほどあった。千尋は自分が勤めている会社で近々結婚する旨を知らせて、貴幸と話し合って式の段取りを決めていく。

　招待客のリストアップ、結婚式の内容、前撮りの準備。貴幸の父へ挨拶など。

「やることがいっぱいすぎて、時間が全然足りないわね」

　季節は五月の連休。都内のカフェで千尋は疲れた顔をしてテーブルに突っ伏した。向かいに座っている貴幸が楽しそうに笑う。

「仕事の合間を縫って行動しないといけないからな」

　今日は朝からホテルの下見をしていた。いくつかピックアップしておいたホテルにアポを取って、披露宴会場やチャペルなどを見学したのだ。

「応対してくれたホテルスタッフさんの熱量が尋常じゃないから、熱意に当てられた感じだわ」

　すっかり気疲れしてしまった千尋は、甘いカフェラテを飲む。

　今日は三箇所のホテルをハシゴしたのだが、どこも尋常な対応ではなかった。是非うちで式を挙げてくださいと言わんばかりに、わざわざ支配人が挨拶に来るところもあった。

「あれは、篠光芒の名があまりに有名なためだろう。招待客も大手企業の重役が多いし、式は盛大に執り行う予定だから、向こうにとってみれば稼ぎ時だ」

「確かにそれもそうか……。今はどちらかと言うと、結婚にお金をかけないほうが主流だものね」

　式は挙げずに籍を入れるだけ、というのもよくある話だ。

「でも俺はあえて賑やかにしたいんだ。俺の一家は基本的に派手好きだからな」

　貴幸が明るく笑う。千尋は「そうなの？」と首を傾げた。

「確かに幸良お兄さんや、景幸お兄さんはそんな感じにも見えるけど、お義父さまは厳格そうで、質素倹約って感じがするのに」

　先日、千尋は貴幸の父親に挨拶をした。貴幸の母親は早くに亡くなっており、彼は男手ひとつで三人の息子を育てながら、同時に社長として大企業の舵取りをしていたのだ。

　千尋は心からすごいと感嘆し、尊敬の念を抱いた。

「そう見えるかもしれないけど、実は家族で一番派手好きなんだ。なんといっても、東京近郊の有名なテーマパークをまるごと貸し切って結婚式を挙げたくらいだからね」

「ええーっ！」

　千尋は目を丸くした。有名なテーマパークといえばいくつか思いつくが、東京に近いところといえばひとつしか思いつかない。千尋は行ったことがないけれど、大人も子供も関係なく、皆が夢のような気分になれるテーマパークだと聞いたことがある。

　そんなところを貸し切りなんて。かかった費用はいくらばかりか、千尋には想像がつかない。

「母さんが、そのテーマパークが好きだったんだよ。それで決めたらしい」

　貴幸が懐かしそうに話す。

「一度だけ、家族全員で行ったことがある。俺が幼稚舎に通っていた頃だ」

「……そっか」

　その頃は、彼の母親も存命していたのだろう。楽しかった記憶を思い出す貴幸の目は、少し寂しそうだった。

「お義父さまは、すごくお義母さまを愛していたのね」

　千尋がそう言うと、貴幸は「ああ」と頷いた。

「子供の目から見ても、父さんの母さんに対する溺愛ぶりはすごかった。ちなみに、家族でそのテーマパークに遊びに行った時も、あの人は貸し切りにしたんだぞ」

「次元が違う……」

「とにかく、自分が楽しむってことに手間やお金を惜しまない人なんだ。今はだいぶ落ち着いたが、未だにそういうところはある。休日に、お気に入りのスイーツを食べるためにわざわざ飛行機に乗って移動したりな」

「意外だわ」

　貴幸の父の見た目は典型的な日本人という感じだった。黒縁の四角い眼鏡をかけていて、髪はきっちり後ろに流して、堅苦しいビジネススーツがとても似合っていた。

　いかにも和食好きという感じだったのに、スイーツが好きだなんて。少し可愛いと思ってしまう。

「わかっただろ？　俺の家が派手好きだって」

「ええ、よくわかった。それにしても、件のテーマパークってそんなに魅力的なところなの？」

「千尋は行ったことがないのか？」

　尋ねられて、千尋は恥ずかしそうに俯く。

「そういう場所に行ったことがないの。ほら、学校はずっと寮だったでしょ。私の両親はそういうところに私を連れて行かなかったし、就職してからはバイトを掛け持ちしていたから……」

　思えば千尋は、娯楽というものを殆ど知らなかった。余暇を楽しむ機会がまったくなかったのだ。この二十七年、親の言うことを聞くことと、貴幸に近付くこと。そればかり考えていた気がする。

「そういえば、映画館にも行ったこともないわ。私って、自分が思ってた以上に世間知らずなのかも」

　貴幸と結ばれてやっと気付いたなんて、我ながら鈍感すぎる。でも、それまでの人生はいつも追い詰められていたから、心に余裕がなかったということなのだろう。

「…………」

　貴幸がふいに黙り込む。

「どうしたの？」

　千尋が尋ねると、彼は何かを決意したように頷いた。

「これからは、俺と一緒に色々なところに行こう。テーマパークもいいし、映画館もいい。他にもたくさん、楽しいことをいっぱい体験しよう」

　その言葉に、千尋は目を丸くした。そして心の中がじわりと温かくなる。

「……うん」

　こくりと頷くと、幸せの実感が湧いてくる。

「じゃあ、さっそく行こうか」

「えっ、どこに？」

「本当は、次のホテルの下見に行くがてら、ランチでもしようかと思っていたが、ちょっと予定を変更しよう」

　そう言って、彼は千尋の手を優しく握る。

「映画を観るんだ」

「え、映画？　今すぐ観られるの？」

「時間がちょうど合えばな」

　そう言って、貴幸は素早くスマートフォンで調べ始める。

「よし。今から三十分後のチケットが取れた。駅前の映画館だから、すぐそこだ」

「え、え？　わっ」

　貴幸に手を引っ張られて、千尋は慌てて小走りで移動する。

「ハリウッドのアクション映画。４ＤＸ版にしてみた。楽しみだな」

「ふ、ふぉーでぃーえっくすって？」

「３Ｄを超えた４Ｄ。つまり体験型の映画ってことだ。映画の内容に合わせて様々な演出が起きる。詳しくは観てからのお楽しみだ」

「へえ……！」

　説明を聞いただけではぴんと来なかったが、なんだか楽しそうだ。

　わくわくしながら映画館に向かっていると、なぜだか周りの景色がきらきらと輝いて見えた。

　今日が晴天だからだろうか。いや、違うと千尋は思った。

　未来に希望が見えると、こんなにも世界はきらめいて見える。

　あたりの景色がいっそう綺麗に見えて、嬉しくなる。

（私はもう、自由なんだ）

　生まれや育ちで蔑まれることもない。理不尽な命令を聞き続けることもない。

　自分で考えて、自分で歩く。傍には貴幸がいる。

　それはこんなにも嬉しくて幸せなことなのだと、千尋は改めて思った。




　初めて経験した体験型の映画は、予想以上の衝撃だった。

　予定通りホテルの下見に伺って、遅めのランチをとっても、千尋の興奮は収まりそうにない。

「本当にすごかったわ。特にカーチェイスのシーンが本当にスリル満点だったの。まるで私も車に乗って走っているような感じだったわ。座席が揺れたり跳ねたり、水しぶきも出てきてすごくびっくりしたけど、とても面白かった！」

　ランチは、披露宴会場の下見をしたホテルにある、中華料理のレストラン。

　ピリ辛の麻婆豆腐を食べて、千尋は映画の興奮を懸命に話す。

「千尋の楽しいって気持ちが俺にも伝わってくるよ。正直、こんなに喜んでもらえるとは思ってなかった。ホテルの下見、殆ど上の空だったな」

　貴幸がくすくすと笑う。千尋はちょっとばつの悪い顔をして「ごめんなさい……」と謝った。

「気に入ったのなら、また行こう。いくつか予告があったけど、気になる映画はあった？」

「ええとね、色々気になったけど……私、ホラー映画が観てみたいわ」

　アクション映画の上映前に、邦画のホラー映画を予告で見たのだ。妙に怖くて、逆に観たいと思ってしまった。

「戦時中に突如閉鎖された病院で起きる心霊現象と、昔から言い伝えられている七つの噂。特に噂の内容がすごく気になったわ！」

「まさか千尋がホラー好きだったとはね」

　貴幸も楽しそうに笑っている。

「本格中華料理はどう？　辛いのが食べたいっていうからここを選んでみたけど」

「美味しいわ。私、ここの麻婆豆腐のファンになりそうよ。唇が痺れるほど辛いんだけど、後味が風味豊かで、コクもあって、あとを引く美味しさで、レンゲを動かす手が止まらないの」

　こんなに辛い料理は生まれて初めて食べた。最初は口に合わないかなと思ったが、辛さに慣れてくるとその味わい深さに驚く。

「こっちのスープも美味しい。こっちは逆に優しい味わいで、麻婆豆腐の辛さをうまく緩和してくれるの」

「それは、干した豚肉と筍でだしを取ったスープだな。じっくり弱火で旨味を抽出するから、まろやかな味になるそうだ」

　貴幸もスープを飲んで、満足そうに頷く。

「今日は、私のお願いをたくさん聞いてくれてありがとう。こんなに楽しく過ごす休日は初めてだわ」

「それはよかった。今日はこのホテルに泊まるつもりだから、中国酒も頂こう」

　スタッフを呼んで、酒を注文する。

　紹興酒は独特の香りがしたが、口にしてみるとほんのり甘く、コクがあった。貴幸のアドバイスでざらめを少量溶かして飲んでみると、更に飲みやすい。

　この酒の味がまた、辛い料理とよく合った。

　他にも、箸で皮を切ったらたっぷりのスープが染み出てくる小籠包や、パリパリした歯ごたえの春巻き、海老が透けて見えるのが可愛い海老シュウマイなど、様々な点心料理に舌鼓を打つ。

「これも美味しい。えっとこれは……青椒肉絲ね。お酒よりもご飯が欲しくなるわ」

　ひとつひとつ食べては感動している千尋を見て、貴幸がくすくす笑う。

「千尋はグルメリポーターになれそうだな」

「そ、そんなに私、喋ってる？」

「うん。きっとこの店の人はとても喜んでると思うよ」

　千尋は恥ずかしくなって俯いた。いつの間にか、年甲斐もなくはしゃいでいたみたいだ。




　食事を終えたあと、貴幸はロビーで宿泊の手続きをする。

　スタッフの案内で通された部屋は、なんとスイートルームだった。

「わ、わあ」

　千尋は驚きのあまり、感嘆の声しか出てこない。

　最上階にあるスイートルームは驚くほど部屋が広くて、更には外でゆったりくつろげそうなバルコニーもあった。

　リビングルームには大きな窓が並んでいて、東京の景色が一望できる。綺麗に磨かれたローテーブルには、氷で冷やされたシャンパンボトルや、スイーツとフルーツの盛り合わせなどが並んでいる。

　ため息が出そうなほどの豪華な部屋だ。

「気に入ったか？」

　窓からの眺めを堪能していると、後ろから貴幸が抱きしめた。

「……うん」

　千尋は小さく頷いた。まるで夢みたい──そう思ったけど、口にはしなかった。

　もうこの言葉は使わない。

　この幸せを現実のものだと受け入れて、これからを生きると決めたのだから。

「実は、千尋にサプライズを用意してみたんだ。気に入ってもらえると嬉しいんだが」

「え？」

　まだ何かあるのだろうか。今日はもう驚いてばかりで多少のことではびっくりしないと思うのだが。

　戸惑う千尋を連れて、貴幸は隣の部屋に入った。

　そこは──。

「ええっ」

　千尋は目を丸くして驚く。彼のサプライズは大成功してしまったようだ。

　なぜなら、広々とした部屋には何着ものドレスがつり下がっていた。

「これってもしかして、ウェディングドレス？」

「そう。お色直しのためにカラードレスも用意してもらった。ここでゆっくり試着して検討してほしい。気に入るものがあればいいんだが」

「いやいや、こんなの、どれも気に入るに決まってるわよ……」

　千尋はドレスに近付くと、そっと触れてみた。

　結婚する時には着るのだろうと思っていたウェディングドレス。いざ目の前にすると、心の中から熱いものがこみ上げてくる。

（私、結婚するんだ……）

　やっと実感が湧いた気がする。今まで着々と進めていた結婚式の準備だが、ここに来てようやく、結婚するんだとしみじみ思えた。

　貴幸の意見もくみ取りながら、千尋はドレスを選んでみる。

　ウェディングドレスはどれも豪華だったが、それゆえにひとりで着ることは不可能だったため、貴幸に手伝ってもらう。

「うう、私……もっと痩せたいな」

　先ほど中華料理をお腹いっぱい食べたせいか、ウエストのあたりがきつい。千尋がお腹をさすりながら言うと、貴幸が笑った。

「結婚式の予定は来年の六月だし、腰周りがもう少しゆったりしたドレスを選んだほうがいいかもしれないな」

「そ、それって、私がもっと太ることを見越してってこと!?」

　千尋が困った顔で言うと、貴幸は首を横に振って、ドレス姿の千尋を抱きしめた。

「その頃には、ここに宿っているかもしれないだろ？」

「あ……」

　そっと腹部を撫でられる。千尋の顔がかあっと赤くなった。

「そ、そうね。その可能性があったわ」

「こっちにゆったりしたドレスがあるから、選んでみよう」

　あれこれと話し合った結果、胸下からスカートが広がる形のＡラインドレスにした。

　オフショルダーで肩から背中までのラインが露わになっていて、スカートの部分は裾まで床に伸びていたが、軽やかな素材のオーガンジーが使われているので、重苦しい感じはしない。胸元から腰まで繊細な刺繍が施されているのが見事だった。

「これならお腹周りが目立たなくて済みそうだけど……こんなに豪華そうなドレス、本当にいいの？」

　貴幸に手伝ってもらいながら着たあと、鏡で自分の姿を見て少し怖くなった。

　千尋は一応元華族の娘であるが、生活は質素なものだった。それは名門校に入学して寮生活を始めても変わらない。

　就職したあとだって、年末のパーティーの日以外で自分を着飾ることはなかった。

　だから鏡に映る自分が、自分ではないような気分になってくる。

　貴幸はそんな千尋の後ろに立ち、頭に美しいティアラを被せてくれた。

「どんなドレスを選んだとしても、千尋の本来の美しさには敵わない。このティアラだって、千尋に飾ってこそ綺麗に輝くんだ。飾られないドレスとティアラは、たとえ豪華でもただのモノに過ぎないよ」

「貴幸くん……」

　千尋はその言葉に目を丸くしたあと、思わずぷっと噴き出した。

「そのセリフはさすがに気障すぎるわ」

　そのまま声を立てて笑ってしまう。すると貴幸は拗ねたように唇を尖らせた。

「本当のことなんだけどな」

「嬉しいけど、同意するのは難しいわ。私、そこまで自信過剰じゃないもの」

「千尋はもう少し自分に自信を持ったほうがいいと思うけどな」

　そう言った貴幸は、優しく千尋の手を握る。

「こっちにおいで」

「え……うん」

　千尋はドレスを着たまま、貴幸の手に引かれて部屋を出る。そしてリビングの窓辺まで歩いた。

「本当に素敵な景色ね。今日はお天気もいいから、運がよかったわ」

　雲ひとつない晴天は、澄み渡った景色を見せてくれる。

　吸い込まれそうなほど綺麗な青空に見入っていたら、遠くで白い山を見つけた。

「あっ、あれ！　あれ、もしかして富士山のてっぺんじゃない？」

　窓に手を当てて食い入るように見ていると、貴幸がおかしそうに笑う。

「千尋、千尋」

「ん、何？　貴幸くんも見てよ。あれって富士山よね？」

「富士山もいいけど、今は俺を見てほしい」

　笑いを堪えるような声色でお願いされて、千尋は横を向いた。

　すると──貴幸は、手に何かを持って千尋に差し出していた。

　黒くて小さい、四角い箱。

　千尋は小箱を不思議そうに見つめる。

　貴幸はその場で片膝をつき、うやうやしく箱を開けた。

「…………っ！」

　驚きに目を見開く。中に入っていたのは、大粒のダイヤが光る指輪だった。

「これ、貴幸くん……」

「ちゃんとした場所で渡したかったから、遅くなってしまった。……思えば俺は、いつも君に関することは、やることが後手に回ってしまうな」

　彼は困った顔をして微笑む。

「嫌われたくないとか困らせたくないとか、そんなことばかり考えて、慎重に動いてしまう。喜んでもらいたいと思うあまり、時期を待ってしまう。……仕事では考えられないことだ。でも俺はいつだって千尋を想っていた。……子供の頃から、ずっとだ」

　指輪を指で摘まみ取った。そして千尋の左手を掴む。

「改めて、結婚してほしい。千尋」

「うん。……はい」

　感極まって涙が零れてしまう。千尋は右手で目尻を擦った。貴幸はそんな千尋を眩しそうに見上げて、左の薬指に指輪を嵌める。

　晴天の太陽に照らされたエンゲージリングがきらきらときらめいた。

　どんなに豪華でも、飾られなければただのモノ。さっき貴幸が言っていた言葉。

　確かにそうかもしれないと千尋は思った。

　自分の左指で光り輝く指輪は、ここに嵌めてこそ美しくなる。

　それは貴幸と千尋の約束の証だからだ。幸せになろうという決意の証明。

「ずっと一緒に、手を繋いで歩いていこう」

「ええ。ありがとう、貴幸くん」

　千尋は止まらない涙を拭いながら笑顔を見せた。





　◆






　見たこともないような広いベッドの上。千尋と貴幸は一糸まとわぬ姿でお互いを求め合う。

　スイートルームの寝室は、壁の部分が天井から床まではめ殺し窓になっていて、外の景色が一望できた。

　夢中になつて絡み合っていたら、いつの間にか夜になっていて、窓には満天の星々が映っている。ぽっかりと浮かぶ月は神秘的で美しい。

　だが、千尋はその美しい景色を心ゆくまで堪能することができなかった。

「んっ、ぁあ……っ」

　波のような快感にさらわれて、それどころではない。

　仰向けに寝かされて、足は大きく開かされ、露わになった秘所を貴幸が舐めていた。

　ぴちゃぴちゃとはしたない音が響くたび、千尋の体がびくびく震える。

「千尋……」

　暗がりの中、貴幸が千尋を求める声がした。

「あっ、あぁ！　貴幸くんっ」

　千尋はぎゅっとシーツを握りしめ、足のつま先がピンと張る。

　貴幸は丁寧に千尋の秘裂を舐め続ける。襞をめくり、ちくちくと舌先でなぞる。

　あまりの気持ちよさに、蜜口からこぽりと愛液が溢れ出た。

　貴幸はそれをじゅるると吸って、蜜口に舌を挿し入れる。

「あぁあっ！」

　途端、千尋の体に電流が走るような快感が襲いかかった。

　貴幸は両手で千尋の蜜口を大きく広げて、じゅぷじゅぷといやらしい音を立てながら、膣内を舌で抽挿する。

「いや、あ……っ、気持ちよ……くて、おかしくなるぅ……っ」

　頬を赤らめて、困った顔でいやいやと首を横に振っても、貴幸の愛撫は止まらない。

　でも、彼が止めないのはわかっている──。

　何度も言われているからだ。気持ちいいのはいいことで、貴幸は、おかしくなる千尋が可愛いから見たくて仕方がない。

　千尋の瞳が快感のあまり潤んだ。

　こんなにも愛してくれる貴幸に何か返したいと思うのに、何をしたら喜ぶのかわからない。思えば千尋は、こうやって貴幸と肌を重ねている時、いつも受け身だと思った。

　もっと積極的になるべきだろうか。

　そのほうが貴幸は喜ぶのだろうか。

　千尋はきゅっと貴幸の髪を柔らかく掴んだ。そして潤んだ瞳を彼に向ける。

「その……っ、うそ、なの。本当は……いやじゃないの」

　貴幸は千尋の蜜口を舐めながら、チラとこちらを見た。その目は獰猛で、千尋を求めるあまりにギラギラしていて、まるで獣のようだった。

　普段の紳士的な貴幸とはあまりに違う姿。でもこれが、本能を剥き出しにした彼なのだ。

「だからあなたの好きに……。もっと、して」

　千尋のその言葉は、ある意味において地雷だったのかもしれない。昏く、貴幸の目が底光りした。

「へえ……好きにしていいのか？」

　千尋がこくんと頷くと、貴幸がくすりと笑う。

「そんなことを言って、あとで後悔しても知らないからな」

「だ、大丈夫よ。……そんなに、変なことはしないわよね？」

　恐る恐る聞くと、貴幸は意地悪そうな笑みを浮かべて「さあ？」と言った。

「例えばこんなふうにしても、千尋は嬉しいってことかな」

　貴幸はよりいっそう、深く千尋のナカに舌をねじ込んだ。そして舌先を動かしながら、秘芽をきゅっと摘まむ。

「ひゃ、ああぁんっ！」

　千尋の顎がのけぞった。貴幸はじゅくじゅくと秘所を舐め上げ、コリコリと秘芽を擦る。

「──ああ、ここも舐めてほしいよな？」

　貴幸は蜜口から舌を外し、次は秘芽に吸い付く。そして唾液と蜜でどろどろに濡れそぼった膣口に人差し指と中指を挿し入れた。

　ちゅっと音を立てて秘芽を強く吸い、舌先でちろちろと舐められる。同時に指で激しく抽挿され、千尋はシーツを掴んだまま高い嬌声を上げた。

「こうされるのが好き？」

　秘芽を食みながら尋ねられ、千尋はこくこくと頷く。

「ンっ、うん。好きぃ……っ！」

「千尋は本当にセックスが好きなんだな」

「好きなの。貴幸くんに舐められたり、指で弄られたりすると、すごく幸せな気持ちになれるから……っ」

　千尋が正直に言うと、貴幸は何かに耐えるような顔をして、鋭く息を吐いた。

「まったく。それが無意識の言葉なら、千尋は相当の天然だな」

　く、と笑って、貴幸はゆっくりと千尋の体にのしかかる。

「さっきから俺を煽り続けているの、自覚していないだろう」

「煽る……？」

「そんな可愛いことばかり言っていると」

　貴幸は片手で乳房を掴み、ちゅくりと乳首に吸い付く。

「ん、ぁっ！」

「壊されても知らないからな」

　猛々しい笑みを浮かべた貴幸は、硬く勃った乳首を舌で転がした。

「んっ、ん、ああっ」

「俺が舌で弄るたび、ここがきゅっと締まってくる。千尋は心も体も素直で、本当に可愛いよ」

　はしたない水音を立てながらいやらしく乳首を舐め回し、いつの間にか三本に増えた指が容赦なく膣内を抽挿する。

　彼が指を動かす度、蜜口から愛液が零れ出てシーツを汚した。

「はっ、あ、あっ、だって、気持ちい……んだものっ」

　千尋の言葉に呼応するように、貴幸がきつく乳首を吸う。その瞬間、千尋の快感が頂点に到達した。

「あぁああっ！」

　びりびりと電気が走るような快感。頭の中がまっしろに爆ぜる。

「千尋はイく時の顔も可愛いな。すっかり蕩けて……」

　貴幸が愛おしそうに千尋の頬を撫でる。千尋は力なく手を上げ、彼の肩に腕をかけると唇を重ねた。

「ん、……ン」

　ちゅ、ちゅ、と水音を立てて、角度を変えながら何度も口づける。

　その口づけは次第に激しさを増していった。

　口の端から唾液が零れても、気にする余裕がないほどに。

「は、千尋……んっ」

　貴幸も千尋のキスを求める。舌で濃厚に絡み合い、何度も唇をすぼめては深く口づける。

　彼は強く千尋を抱きしめた。彼の厚い胸板で、自分の乳房が潰される。貴幸の体は温かくて気持ちがいい。筋肉が浮き上がった逞しい体に頼もしさを感じて、千尋に安堵をもたらした。

「貴幸くん、愛してる」

　結婚するほど愛しているから、愛の言葉をためらう必要なんてない。

　千尋が素直に気持ちを口にすると、貴幸は幸せそうに微笑み、彼女の額や頬にキスの雨を降らせた。

「俺も愛している、千尋」

　飾り立てた言葉はいらない。愛しているという言葉以外はすべて余計だ。

　離れたくない。ずっとこうやって抱きしめ合っていたい。貴幸は千尋の足の間に太ももを挟み込み、よりいっそう体を密着させる。

　千尋の性器に、彼の性器が当たった。貴幸は己の杭で千尋の秘裂を上下に擦る。

「あっ、あ──っ」

　抱きしめながら千尋の体がぴくぴく震えた。

　零れる蜜と貴幸の先走りが混ざり合い、杭が動かされるたびにくちゅくちゅといやらしい音が部屋に響く。

「挿れないで、こうやって擦ってるだけでも気持ちがいいな」

　ふふ、と貴幸が笑った。千尋はこくんと頷く。

「でも……貴幸くん」

　もじもじして、顔を赤らめながら言葉を口にする。

「私は、どちらかというと……その、挿れてほしい……」

　このままだと、もどかしくてドキドキする気持ちが破裂してしまいそうだ。千尋が恥を忍んで言うと、貴幸は少し驚いたように目を丸くして、くっと笑った。

「俺も、どちらかと言えば挿れたいよ」

　お互いにくすくすと笑い合った。

　貴幸は少しだけ体を離すと、その指で千尋の秘裂を割り、襞をゆっくりとなぞった。

「ん……っ」

「千尋の準備はすっかり済んでいるな。ぬるぬるで、潤滑油のようになっている」

　貴幸はその感触を楽しむように何度も襞を擦り、そして濡れた指できゅっと秘芽を摘まんだ。

「ひ、ぁ……！」

　途端に千尋はびくんと体を震わせた。

「千尋が欲しがっているものを挿れてあげよう」

　貴幸は楽しそうに笑って、己の杭を千尋の中に挿し入れた。彼女の膣内は貴幸のものをスムーズに呑み込み、濡れた隘路は彼のものを甘く擦り上げる。

「っ……く。何度やっても……馬鹿みたいに気持ちがいいな」

　汗を滴らせて、貴幸は口の端を上げた。

「私も、気持ちい……い……っ」

　先端が最奥に到達し、こつんと小突く。その振動に千尋の体は大きく震えた。

「あ……貴幸、くん」

　千尋は貴幸の両手を交差するように掴み、ぎゅっと握りしめる。こうすると、なんだか幸せな気持ちになれるのだ。

　貴幸は繋がった千尋の腕をぐいと引っ張った。その反動で、千尋の体が浮き上がる。

　向かい合わせでベッドに座る体位になって、ふたりは抱きしめ合った。

　千尋が下半身に意識を向けると、彼のものが埋まった膣内がとくとくと心臓のように脈打っているのがわかる。

「ここ、触ってみて」

　貴幸が千尋の手をそっと結合部に誘導した。触ってみると、確かに自分のナカに彼の杭が嵌まっているのがわかる。

「ん。なんだか……こういうの確認するのは、恥ずかしいわね」

「俺は恥ずかしがる千尋を見るのが好きだから」

　貴幸が嬉しそうに目を細めた。そして千尋の膝の裏に両腕を差し込むと、ぐっと持ち上げる。

「あっ……」

「ちゃんと俺に抱きついていて。──動くぞ」

　千尋は慌てて貴幸の首を抱きしめた。彼の腕が力強く上下に動く。

「あっ、あン！」

　下から突き上げられて、千尋は甘い嬌声を上げた。

　体が揺さぶられるたびに長い髪が汗と共に宙に散る。

　衝撃のような抽挿が繰り返され、抗えない快感が泉のように湧き上がる。

「力任せに奥を突かれる気分はどうだ？」

　貴幸が耳元で囁いた。挑発的な低い声に、子宮がきゅんと疼く。

「ふ、ぁ……すごく、いい……」

「光栄だな」

　貴幸はいっそう深く杭を挿し込み、先端でぐりぐりと子宮口を擦る。

「んんっ」

　そのまま唇にキスをした。何度も繰り返して口づけを交わし、貴幸は千尋の口の端から舌を辿らせ、首筋へと伝っていく。

　ぬるりとした舌が肌を滑る感覚に千尋の体はびくびくと震えた。貴幸はにいと笑って耳朶を食み、耳の穴に舌を挿し込んでじゅくじゅくと舐める。

　そして千尋の腰をぐっと抱きしめ、力強く上下に揺さぶった。

「あっ、あ、あン！」

　ちかちかと目の先に火花が散る。激しい抽挿は強い快感をもたらし、千尋の理性はあっという間に本能で溶かされた。

「んぁっ、あ、貴幸くん……」

　もっと、もっと。千尋は貴幸に抱かれるたび、そう思う。貪欲で醜い気持ちだから懸命に気付かないふりをして、理性でふたを閉じていた。

　でもだめだ。こんなにも幸せで、こんなにも愛されたら、本音が顔を出してしまう。

　もっと愛されたい──。今まで誰にも愛されず、両親すらも千尋に愛をくれなかったから、こうやって愛がもらえるのが嬉しくてたまらなくて、より多くを望んでしまう。

　貴幸以外はいらない。貴幸の愛がたくさん欲しい。そうして満たされたい。

「お願い、私の中を、貴幸くんの愛で満たして……っ」

　千尋は彼から離れたくなくて、自分の足で貴幸の体を抱きしめた。

「…………っ」

　貴幸が驚いたような顔をしたあと、愛おしそうに千尋に口づける。

　体全体で大好きだと訴えるような千尋の抱擁に、貴幸は全力で応えてくれる。彼の腰のあたりで足を交差する千尋の太ももを下から持ち上げ、いっそう激しく千尋を貫いた。

「あっ、あ！　おく、当たって、お腹が、ずんずんって……っ」

「ああ。──出すぞ、千尋。望み通り満たしてやる」

　はあっと貴幸が鋭く息を吐いた。その途端、彼の体が大きく振動し、最奥を穿つ彼の先端から勢いよく精が迸った。

「ん、んっ……」

　離れないで。ずっと一緒にいたい。貴幸との子供が欲しい。

　千尋はそんな思いで貴幸を抱きしめ、一滴も零さないようにとぎゅっと下肢に力を込める。

　彼の精は千尋の子宮へと注がれていき、彼ははあと息をついた。そして千尋をベッドに寝かせると、ずるりと杭を抜く。

　にゅぷ、といやらしい音を立てて蜜口からまろび出る杭は、未だ熱が冷めやらぬ様子で、己の精液にまみれながら猛々しく勃ち上がっていた。

「次は後ろからだ」

　貴幸は脱力する千尋の体を持ち上げ、四つん這いにする。

「は……まだ、やる……の？」

「千尋は食いしん坊だからな」

　にやりと笑われて、千尋はたちまち顔を赤くした。

「まだまだ、子宮の中は満たされてないだろ。今日は満腹になるまで……いや、それじゃあ俺の気が済まないか」

　そう言って、貴幸は後ろから両手でぐいと秘裂を開く。

「ああ、いやらしい眺めだな。千尋のナカから俺の精液が零れ出て、糸を引いている」

「そ、そういうのは言わなくていい……っ」

「どうして？　俺とセックスしてる千尋の姿は愛おしくてたまらないよ」

　貴幸は笑みを浮かべて、うっすらと目を細めた。

　そして千尋の背中に覆い被さるように抱きしめ、後ろから杭をぐじゅりと挿し込む。

「あぁんっ！」

　千尋は背中を大きくしならせて、天を向いて嬌声を上げた。

　下から突かれるのと後ろからでは感覚が違う。

　まるでお腹の底からえぐられるよう。熱く滾った彼のモノが力強く千尋の最奥を突く。

　貴幸は千尋の両手首を握り、力任せに腰を前後に振った。逞しい杭は狭い隘路を削るように動き、その擦られる快感に千尋はただただ声を上げ続ける。

　後ろからの抽挿は貴幸も動きやすいと思っているのか、彼の腰の動きはいっそう速まった。

　千尋はがくがくと揺さぶられる。彼の根元と千尋の臀部がぶつかって、乾いた打音を何度も立てた。

「あっ、あっ、ああっ！」

　ガツガツと貪られるようで、まるで食べられているみたいだと千尋は思った。貴幸の吐息は荒々しく、まるで獰猛な獣のよう。

　理性や羞恥はかなぐり捨てて、ただ本能のままに互いを求め合う。

　汗が跳ね飛ぶたび、乳房が上下に揺れ動いた。

「ああっ、貴幸、くんっ、これ、すごく激し……っ」

「そういうのも好きなんだろ？」

　熱い息を吐いて、貴幸が耳元でいやらしく囁く。それだけで千尋はぴくんと震えて、膣内がきゅっと締まった。

「っ、く。ほんと、よく締まる……。俺のが欲しくて仕方ないんだな」

　そう言って、貴幸は千尋の顎を摘まむと耳に口づけ、頬をぺろりと舐めた。

「はあ、はあ……」

　がくがくと膝が笑っている。千尋が力なくベッドに倒れ込むと、貴幸はくすくす笑った。

「こらこら、勝手に落ちたらだめだろ」

「ごめんなさい……。でも、力がもう出なくて」

「千尋はもっと体力をつけるべきだな。ちゃんと俺についてきてもらわないと」

　貴幸は楽しそうに笑うと、千尋の腰を掴んだ。力尽くで持ち上げて、容赦のない抽挿を再開する。

「あうっ、あっ、ああっ、あーっ！」

　千尋は彼のされるがまま、抗えない快感にむせび啼いた。

「……っ、脱力してるくせに、ここだけは嬉しそうに吸い付いてくる。まったく、可愛いな、千尋は」

　ふふ、と貴幸が笑った。

　そしていっそう強く、最奥を穿つ。

「く……っ！」

　貴幸が苦悶の表情を浮かべた途端、再び先端から吐精された。

　彼の性欲はまるで底なしみたい。千尋はぼうっとした頭で思う。こんなにも激しく求められたのは初めてだ。

（それとも……貴幸くんも、いつになく興奮しているの？）

　千尋の左手に光る、ダイヤの指輪。

　結婚するという約束。千尋は貴幸のものだという証明。

　誰が見てもわかるような愛の証拠を千尋が身につけていることに、彼が途方もない喜びを感じているとしたら──。

（嬉しい……）

　これ以上の喜びはない。千尋はそう思った。

　嵐のような性交はまだ終わらない。

　貴幸は千尋を仰向けに寝かせて、次は片足を持ち上げた。

「斜めからっていうのは、まだやったことがなかったな」

　仄暗く微笑んだ貴幸が、膝立ちになって千尋のナカに入り込む。

「ああっ、あ！」

　ちかちかと目の前で火花が散る。

「あ、ううんっ、なんだか、すごく……っ」

　色々な体位で体を繋げてきたけれど、これは今までと全然違う。

　なんだか、酷く気持ちいいところにちょうど先端が当たっているような……。

「ん、これえ、なんか、変……っ」

「変？」

「変なところに、当たってくるの。そこ、気持ちいいけど、すごく感覚が強くて……」

　千尋がたどたどしい口調で説明していると、貴幸の笑みがいっそう深まった。

「へえ……？　ああ、そういえば、そうだったな」

　貴幸は思い出したように言うと、千尋の片足をしっかり腕で固定したまま、力強く腰を引き、思い切り奥へと挿し込んだ。

「あぁああっ！」

　びりびりと体に電流が走ったみたいに、千尋の体が痙攣する。

「千尋は確か、ここが好きなんだよな。なるほど、やっと好きな体位が見つかったな」

　貴幸は楽しそうに笑って、容赦なく腰を進めた。彼が動くたび、気持ちいいところを突かれて、千尋の頭がまっしろになる。

　もう、恥も外聞もない。理性はすっかり消え失せて、本能しか残らない。

「ひ、ぁ、これえ……すき……っ」

「すっかり蕩けた顔をして……可愛いな」

　猛々しい抽挿を続けながら、貴幸は千尋の唇にキスをした。それはすぐに互いを貪るものに代わり、ぬちゃぬちゃといやらしく舌をまぐわせながら、彼の杭は千尋のナカを犯し続ける。

「んっ、んんっ、ぁ、たかゆき……っ」

　もっと、もっと。

　千尋は自らキスをせがみ、貴幸と唇を重ねた。

　彼は千尋のすべてを受け入れるようにキスに応じて、唇を啄む。

　貴幸の手が千尋を乳房を掴み、ぎゅっと乳首を摘まんだ。隘路がいっそう強く締まって、千尋の子宮口は早く欲しいとせがむみたいに、貴幸のものに吸い付く。

「あ、ああ、きちゃう……っ！」

　たっぷりとした波にさらわれるような性の快感はあっという間に千尋を呑み込み、快感の海に溺れる。

「あぁああああっ！」

　いっそう大きく声を上げて達すると、千尋のナカからぴゅるっと潮が噴き出た。

「潮まで噴いて……可愛いな」

　ふっと笑った貴幸が、きゅっと千尋の秘芽を摘まみ、くりくりと擦った。

「いゃあんっ！　イったばっかりだから、だめえ」

「今の千尋、すごくいい顔してる。誰にも見せたくないな。俺の中に隠してしまいたいくらいだ」

　うっとりと目を細めた貴幸は、千尋を抱きしめて力任せの抽挿を始めた。

　千尋はすっかり枯れてしまった声で喘ぎ続ける。

「ほら、今夜も千尋の子宮を、俺の精液でいっぱいにしてやる！」

　ぐぐっと根元まで挿し込んだ。硬くなった先端から精が放たれる。

　それは長く、永遠と思えるくらいに長くて、腹の底が熱くなる。

「千尋」

　甘やかに名を呼ばれ、千尋はぐったりしつつも顔を上げた。

　目の前には、汗で頬を滴らせた貴幸が幸せそうな顔をして、千尋の左指に触れる。

「貴幸くん」

　激しくて容赦がなくて、息をつかせぬような性交は、彼の止めどない愛情を証明していた。

　だから嬉しい。幸せだ。千尋は貴幸の手を頬に当てて、そっと擦り寄せる。

「私……ね、ひとつだけ、両親に感謝していることがあるの」

「え……？」

「どんな意図があったにしても、私がここに生まれてきたこと。そして……貴幸くんに会わせてくれたこと。これだけはありがとうって言いたいのよ」

「千尋……」

　貴幸が切なそうに目を細めた。

　──そう、彼との出会いは両親の打算によるものだった。そのために千尋はこの世に生まれた。

　でも、親の意図がどうであっても、自分が貴幸のために生まれてきたと考えると、なんだか嬉しくなる。

「俺も、同じ気持ちだよ」

　貴幸は優しく千尋にキスをした。

「君に出会わなければ、俺は本当の意味での優しさや慈しむ気持ちを理解できていなかっただろう」

　その言葉に幸せを感じた千尋は、うんと小さく頷く。

　……生まれた時から役割が決められていた。その役割を果たすために生きてきた。それが千尋が生きた二十七年だった。

　でも、これからは違う。千尋にとっての新しい人生がようやく始まる。

「俺もある意味では、千尋と同じだった」

　貴幸が千尋の頬を撫でながら、目を伏せて言う。

「親の期待に応える。子供の頃は、それだけが俺の存在意義だった。──もちろん、期待に応えられなかったとしても特に落胆はされなかっただろう。本来俺が担うはずだった役割を、兄のどちらかが担っていただけの話だ」

　それでも、と貴幸は言葉を続ける。

「家族の中で役割を失う、ということに、子供心に恐怖を感じていた。だから俺は努力を惜しまなかった。……でも、君に出会ったからこそ、俺は……」

　ちゅ、とキスをして、優しく微笑む。

「俺は、腐らずに済んだ。親の敷いたレールを走るだけの人生をつまらないと思うこともなかった。それは君と結婚して幸せになりたいという夢を持ったからだ」

「貴幸くん……」

　その言葉に千尋は目を見開いたあと、喜びを噛みしめるように瞳を閉じる。ぽろりと、涙が頬を伝った。

　境遇はまったく違っていたけれど、千尋と貴幸は似ているところがあった。

　一方は親の意図に振り回され、一方は親の期待に強迫観念を持っていた。

　でも、これからは──違う。

　人のためではなく、自分自身の幸せのために生きるのだ。

「千尋、ずっと一緒だ。……一緒に、幸せになろう」

「うん。愛してる……貴幸くん」

　ふたりは何度も愛を確かめ合い、互いを求め合った。

　その時間は長く、果てしなく。やがて朝の光が窓を照らす頃──。

　ふたりはまるでひとつになって溶け合うように、抱きしめ合いながら眠りについたのだった。







あとがき








　はじめましての方も、そうでない方もこんにちは、桔き梗きょう楓かえでです。

　この度は、本書を読んで頂き誠にありがとうございました。

　千尋と貴幸の物語は、幼馴染みものを書きたくて考えました。根っから庶民思考な私は、セレブリティな子供の生活を想像するのが難しく、結果、こんなセレブ校あるかい！　と自分でツッコミを入れてしまうような学校を書いてしまいました。

　ラブラブなところはめいっぱいラブラブにしたので、楽しんでもらえたら幸いです。

　近況ですが、最近、兄妹二匹の子猫をお迎えすることになりました。先住犬とも仲良くなって、猫も犬もとても元気です。

　子猫のやんちゃぶりはすごいですね。こうやって私が文字を打ってる最中も、私の周りでおいかけっこして、脚の上でじゃれあって、ソファからジャンプして私の背中をガリーッ！　思わず「いてえ！」と声が出てしまいます。

　でもすごく可愛くて……猫の無邪気さに癒やされ、突然猫との同居を強制されて困惑していた犬も何だかんだと合わせてくれて、その健気さに癒やされています。

　それではまた、別の物語で出会えたら幸いです。






桔梗楓
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